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盛
岡
藩
『
雑
書
』
に
み
る
大
衆
芸
能
～
「
操
」・
「
鈴
江
四
郎
兵
衛
」
を
中
心
に
～ 

 

木 

戸 

口 

俊 

子  

 

盛
岡
藩
『
雑
書
』
は
、
寛
永
二
十
一
（
正
保
元
）
年
（
一
六
四
四
）
か
ら
天
保
十
一
年
（
一
八

四
〇
）
の
一
九
七
年
間
（
欠
落
の
十
五
年
分
は
除
く
）
、
一
八
九
冊
に
収
め
ら
れ
た
盛
岡
藩
家
老
席

日
記
で
あ
る
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
盛
岡
市
教
育
委
員
会
か
ら
『
雑
書
』
の
翻
刻
第
一

巻
が
刊
行
さ
れ
て
三
十
六
年
を
経
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
三
月
つ
い
に
最
終
巻
の
第
五
十
巻

が
刊
行
さ
れ
た
。
古
文
書
解
読
の
苦
手
な
私
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
有
難
い
こ
と
は
な
く
、
早
速
そ

の
恩
恵
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。 

当
館
に
は
、
最
終
巻
が
出
た
年
に
岩
手
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
盛
岡
藩
操

座
元
鈴
江
四
郎
兵
衛
関
係
資
料
」
三
十
九
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鈴
江
四
郎
兵
衛
は
、
江

戸
時
代
、
淡
路
人
形
の
全
国
興
行
を
行
っ
て
い
た
淡
路
国
か
ら
盛
岡
ま
で
操
（
人
形
廻
し
）
を
す

る
た
め
に
や
っ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
鈴
江
四
郎
兵
衛
の
盛
岡
藩
に
お
け
る
消
長
は
、『
雑
書
』
内

の
記
事
と
と
も
に
既
に
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
門
屋
光
昭
氏
の
『
淡
路
人
形
と
岩
手
の
芸
能
集

団
』
等
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る(

1
・

2)

が
、
雑
書
の
最
終
巻
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と

で
、
こ
れ
を
機
に
改
め
て
『
雑
書
』
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
周
知
の
と
お
り
『
雑
書
』

に
は
、
盛
岡
藩
領
内
に
お
け
る
諸
事
万
般
に
わ
た
る
様
々
な
出
来
事
が
日
記
形
式
で
記
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
城
内
や
城
下
に
お
け
る
大
衆
芸
能
の
様
子
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
、
鈴
江
四
郎
兵
衛
も
含
め
た
「
操
」
「
操
り
人
形
芝
居
」
「
四
郎
兵
衛
」
と
そ
の
一
座
な
ど
の
記

事
を
悉
皆
取
り
上
げ
て
み
た
い
。 

な
お
、
四
郎
兵
衛
が
座
元
と
し
て
関
わ
ら
な
い
「
浄
瑠
璃
語
（
り
）
」
は
、
あ
く
ま
で
も
単
独
で

の
「
浄
瑠
璃
語
（
り
）
」
の
記
事
と
し
、
「
操
」
に
関
わ
る
も
の
（
出
演
者
が
同
一
人
物
な
ど
）
の

み
、
掲
載
し
て
い
る
。 

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
） 

十
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 

於
御
城
御
居
間
、
晩
六
ツ
よ
り
じ
や
う
る
り
御
聞
被
成
、
く
わ
し
や
理
兵
衛
・
助
惣 

 
 

 
 

 

此
二
人
ニ

て
三
本
語
し
や
み
せ
ん
引
一
人
参 

 
 

 

十
一
月
二
日 

 
 

 
 

一 

晩
六
ツ
半
時
よ
り
於 

御
城
あ
や
つ
り
有
、
四
ツ
過
ニ

済
、
助
惣
・
理
□
□
・
徳
三 

郎
、
此
外
新
町
ノ
者
四
人
参 

 
 

 

十
一
月
三
日 

 
 

 
 

一 

於 

御
居
間
、
昨
晩
あ
や
つ
り
仕
候
上
留
り
語
助
惣
、
三
味
線
挽
徳
右
衛
門
、
此 

両
人
盛
岡
御
蔵
米
拾
俵
被
下 

 
 

 

十
一
月
四
日 

 
 

 
 

一 

於 

御
居
間
、
あ
や
つ
り
仕
候
菓
子
屋
理
兵
衛
ニ

、
盛
岡
御
蔵
米
五
俵
被
下 

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
） 

 
 

 

正
月
四
日 

 
 

 
 

一 

今
晩
於
御
居
間
上
る
り
語
、
助
惣
・
徳
左
衛
門
・
理
兵
衛
上
る
り
語
、
戌
刻
ヨ
リ 

亥
刻
迄 

 
 

 

二
月
八
日 

 
 

 
 

一 

於
本
御
居
間
、
今
日
巳
ノ
刻
あ
や
つ
り
被
仰
付 

御
覧
、
太
夫
助
惣
哥
枕
角
田
川 

有
之
、
未
ノ
刻
済
、
弥
六
郎
・
九
左
衛
門
・
勘
左
衛
門
・
治
太
夫
・
作
右
衛
門
、
御 

菓
子
杉
重
三
重
献
上
之 

 
 

 

二
月
十
日 

 
 

 
 

一 

去
八
日
於
本
居
間
あ
や
つ
り
仕
候
者
共
二

盛
岡
御
蔵
米
弐
十
俵
被
下
、
手
形
助
惣
ニ 

一 
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相
渡 

 
 

 

四
月
四
日 

 
 

 
 

祭
礼
之
次
第 

 
 

 
 

一 
警
固
之
足
軽
二
行
ニ

二
人
宛
四
人
、
警
固
高
橋
善
兵
衛
騎
馬
、
同
預
足
軽
十
人
、 

（
中
略
）
子
供
五
人
金
爪
籠
ニ

入
か
つ
く
、
草
履
取
十
二
人
、
ら
し
や
う
も
ん
助
惣
太
夫
、 

一
久
慈
町
紙
昇
、
山
伏
八
人
内
三
人
貝
吹
、
・
・
・
・ 

『
雑
書
』
で
の
「
操
」
の
初
出
は
、
雑
書
が
書
き
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
十
七
年
目
で
あ
る
。

寛
文
（
一
六
六
一
）
年
、
十
月
廿
九
日
城
内
の
居
間
に
お
い
て
「
く
わ
し
や
理
兵
衛
」
と
「
助
惣
」

と
三
味
線
引
き
と
三
名
で
「
じ
や
う
る
り
」
を
語
っ
て
い
る
。
数
日
後
、
こ
の
二
人
に
「
徳
三
郎
」

「
権
三
郎
」
、
新
町
の
四
名
を
加
え
て
、
「
あ
や
つ
り
」
を
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
「
上

留
り
」（
浄
瑠
璃
）
を
語
っ
た
助
惣
、
三
味
線
挽
徳
右
衛
門
、
あ
や
つ
り
の
理
兵
衛
に
褒
美
が
渡
さ

れ
て
い
る
。
助
惣
と
徳
右
衛
門
に
は
、
米
十
俵
、
理
兵
衛
に
は
米
五
俵
で
あ
る
。
現
在
も
人
形
浄

瑠
璃
や
文
楽
に
お
い
て
、「
太
夫
」
と
い
え
ば
「
義
太
夫
語
り
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
時
代
は
当
然
「
あ
や
つ
り
」
よ
り
も
「
太
夫
」（
浄
瑠
璃
語
り
）
の
ほ
う
が
格
上
で

あ
る
こ
と
が
褒
美
か
ら
も
明
確
で
あ
る
。
助
惣
は
後
に
「
太
夫
」
と
い
う
文
字
も
見
え
る
。 

 

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
） 

 
 

 

七
月
廿
八
日 

 
 

 
 

一 

今
晩 

両
殿
様
へ
御
奥
方
よ
り
御
料
理
被
進
、
御
膳
前
助
惣
大
夫
ニ

あ
や
つ
り
被 

仰
付
御
覧
、
於
大
書
院
有
之 

 
 

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
） 

 
 

 

九
月
廿
八
日 

 
 

 
 

一 

今
日
巳
ノ
刻
よ
り
於
大
書
院
あ
や
つ
り
被
仰
付
候
、
太
夫
油
屋
茂
兵
衛
同
亥
刻
迄 

有
之
、
右
ハ
江
戸
境
町
よ
り
下
ル 

 
 

 
 

一 

右
あ
や
つ
り
太
夫
ニ

呉
服
一
重
金
拾
両
被
下
之 

 
 

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
） 

 
 

 

卯
ノ
廿
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覚 

（
中
略
） 

 
 

 
 

一 

勧
進
、
能
、
相
撲
、
操
等
之
見
物
類
在
々
、
所
々
ニ

一
切
不
可
留
置
事 

 

寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
四
月
二
十
一
日
、
倹
約
令(

3)

が
出
さ
れ
、
百
姓
は
農
業
に
専
念
す
る

こ
と
、
衣
類
へ
の
規
制
、
食
糧
の
規
制
、
能
・
相
撲
・
操
等
の
規
制
、
冠
婚
葬
祭
等
の
規
制
が
申

し
お
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
証
拠
と
い
え
る
。
そ
の
後
延
宝
期
に
入
り
、

城
内
の
御
能
以
外
に
も
狂
言
芝
居
や
操
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
芸
能
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
） 

 
 

 

三
月
八
日 

 
 

 
 

一 

今
日
御
中
丸
に
お
い
て
あ
や
つ
り
被
仰
付
、
鶴
千
代
様
御
覧
被
遊
、
下
々
ニ

も
為
御 

見
被
遊 

 
 

 

三
月
十
日 

 
 

 
 

一 

今
日
於
御
中
ノ
丸
操
被
仰
付
、
殿
様
・
奥
方
御
出
御
覧
被
成
、
老
中
并

御
一
門
・
高 

知
之
面
々
も
何
も
罷
上
り
見
物
、
但
巳
ノ
下
刻
よ
り
始
め
申
ノ
刻
終
、
則
時
入
御 

 
 

 

三
月
十
二
日 

 
 

 
 

一 

鶴
千
代
様
操
被
仰
付
候
付
て
、
為
御
祝
儀
御
上
下
代
金
壱
歩
宛
北
村
左
源
太
・
伊 

藤
一
郎
右
衛
門
・
西
館
嘉
兵
衛
・
・
・
（
後
略
） 

 
 

 
 

一 

鶴
様
於
御
中
丸
操
被 

仰
付
、
殿
様
女
中
方
御
出
御
覧
被
遊 

 
 

 

三
月
十
八
日 

 
 

 
 

一 

今
日
於
御
中
ノ
丸
あ
や
つ
り
被
仰
付
、
殿
様
ニ

も
奥
方
ニ

も
御
出
御
覧 

 
三
月
廿
四
日 

 
 

 
 

一 

於
御
中
丸
あ
や
つ
り
被
仰
付
、
御
町
之
者
共
ニ

為
御
見
被
成 

二 
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八
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

若
殿
様
ヘ

鶴
千
代
様
よ
り
今
晩
御
振
舞
被
進
候
、
依
之
於
御
中
丸
ニ

操
被
仰
付
、
若 

殿
様
御
見
物
ニ

被
為
入
、
操
終
て
御
本
丸
ヘ

未
ノ
刻
被
為
入
、
同
下
刻
御
帰
被
遊 

 
 

 

十
月
廿
三
日 

 
 

 
 

一 
若
殿
様
為
御
振
舞
御
本
丸
ヘ

午
ノ
下
刻
御
出
、
御
相
伴
弥
六
郎
・
治
太
夫
、
為
御
馳 

 
 

 
 

 

走
御
中
之
丸
ニ

て
操
有
之
、
酉
ノ
刻
御
帰
城 

 
 

 

十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

殿
様
今
日
巳
ノ
刻
御
本
丸
ヘ

被
為
入
、
就
夫
為
御
馳
走
鶴
千
代
様
よ
り
於
御
中
丸 

あ
や
つ
り
被
仰
付
、
御
覧
、
以
後
御
本
丸
ニ

て
御
膳
上
ル

、
申
ノ
中
刻
御
帰 

 
 

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
） 

 
 

 

二
月
十
九
日 

 
 

 
 

一 

若
殿
様
鶴
千
代
様
へ

、
今
晩
之
御
振
舞
ニ

巳
ノ
刻
よ
り
被
為
成
、
御
中
丸
ニ

て
操
御 

覧
被
遊 

 
 

 

九
月
五
日 

 
 

 
 

一 

御
中
ノ
丸
ニ

て
あ
や
つ
り
被
仰
付
、
殿
様
之
奥
方
様
御
上
覧
、
午
ノ
刻
よ
り
始
申
刻 

 
 

 
 

 

終 

 
 

 

九
月
廿
五
日 

 
 

 
 

一 

殿
様
於
御
中
之
丸
操
御
覧
、
巳
ノ
刻
始
、
未
ノ
上
刻
終
ル 

 
 

 

九
月
廿
六
日 

 
 

 
 

一 

鶴
様
御
中
ノ
丸
操
被
仰
付
候
付
、
高
知
之
面
々
罷
上
見
物
、
巳
ノ
刻
よ
り
始
申
ノ 

刻
済
、
操
熊
谷
先
陣
問
答 

 
 

 

十
月
九
日 

 
 

 
 

一 

今
日
御
中
丸
ニ

て
あ
や
つ
り
被
仰
付
候
付
、
大
殿
様
・
奥
方
よ
り
も
不
残
、
午
ノ
刻 

御
出
、
申
ノ
下
刻
被
為
入
、
但
高
知
之
女
中
、
尤
侍
方
ニ

も
見
物
被
仰
付 

 
 

 

十
月
十
日 

 
 

 
 

一 

御
中
ノ
丸
ニ

て
操
被
仰
付
、
御
家
中
・
侍
・
同
女
中
望
次
第
罷
上
、
見
物
可
仕
由
被 

 

仰
出
之 

 
 

 

十
一
月
十
九
日 

 
 

 
 

一 

鶴
千
代
様
操
被
仰
付
候
、
役
人
共
ニ

金
子
被
下
、
弐
歩
宛
田
代
甚
五
右
衛
門
・
清
水 

貞
右
衛
門
・
米
内
孫
兵
衛
・
達
曾
部
七
兵
衛
・
同
三
之
丞
・
久
慈
長
兵
衛
・
同
重
左 

衛
門
・
吉
嶋
小
左
衛
門
・
石
川
門
之
丞
・
同
半
之
丞
・
荒
木
田
甚
助
・
摂
待
源
蔵
・ 

川
村
弥
内
・
神
山
伊
助
・
千
田
新
兵
衛
・
村
上
新
三
郎
・
戸
来
長
三
郎
・
岩
崎
門
十 

郎
・
蒔
内
正
右
衛
門
、
同
壱
歩
宛
栃
内
太
吉
・
川
嶋
仁
兵
衛
・
長
内
弥
五
郎
・
横
浜 

半
四
郎
、
弐
歩
宛
鉄
砲
屋
山
三
郎
・
新
四
郎
・
庄
二
郎
・
仕
立
屋
伝
七
、
三
歩
紙
町 

二
郎
八
、
壱
歩
宛
二
郎
兵
衛
・
座
頭
了
勝
、
五
百
文
宛
御
水
主
四
人
、
五
百
文
宛
坊 

主
林
斉
・
閑
休
・
久
斉
、
右
之
通
被
下
之
、
小
向
四
郎
右
衛
門
何
も
ニ

渡 

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
） 

 
 

 

二
月
十
九
日 

 
 

 
 

一 

今
日
於
御
中
丸
、
カ
サ
リ
や
五
郎
左
衛
門
被
為
呼
、
南
京
操
被
仰
付
、
午
ノ
下
刻 

よ
り
始
、
殿
様
奥
方
御
一
覧
、
申
ノ
刻
終
ル 

 
 

 

二
月
廿
四
日 

 
 

 
 

一 

今
日
於
御
中
丸
、
鶴
千
代
様
御
操
り
被
仰
付
、
午
刻
殿
様
・
御
奥
方
御
新
丸
御
末 

御
中
屋
敷
よ
り
何
も
御
出
御
見
物
被
遊
、
申
ノ
下
刻
被
為
入 

 
 

 
 

一 

仙
台
領
よ
り
参
候
か
さ
り
屋
五
郎
左
衛
門
、
去
十
九
日
南
京
操
仕
候
付
、
銀
子
五 

枚
被 

下
之
、
高
橋
惣
左
衛
門
・
高
屋
四
郎
左
衛
門
渡
ス 

 
 

 

二
月
廿
五
日 

 
 

 
 

一 

於
御
中
丸
操
被
仰
付
、
御
本
丸
御
末
新
九
御
中
屋
敷
、
女
中
・
御
家
中
之
者
共
ニ

為 

御
見
被
成
、
巳
ノ
刻
ニ

初
り
未
ノ
刻
ニ

終 

 
 

 

三
月
十
日 

 
 

 
 

一 

今
日
於
御
中
丸 

鶴
千
代
様
操
被
仰
付
、
殿
様
・
御
奥
方
御
新
丸
御
中
屋
布
（
敷
） 

三 
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よ
り
何
も
御
出
御
見
物
被
遊
、
午
ノ
刻
御
出
申
ノ
刻
御
帰 

 
 

 

三
月
十
六
日 

 
 

 
 

一 

鶴
千
代
様
操
被
仰
付
候
役
人
ニ

為
御
褒
美
被
下
物
、
上
下
代
金
壱
歩
宛
志
水
定
右 

衛
門
・
田
代
甚
五
右
衛
門
・
米
内
孫
兵
衛
・
神
山
伊
助
・
村
上
新
三
郎
・
達
曾
部
長 

太
夫
・
達
曾
部
三
之
尉
・
久
慈
七
兵
衛
・
同
重
左
衛
門
・
戸
来
長
三
郎
・
岩
崎
門
十 

郎
・
石
川
門
之
尉
・
同
半
之
尉
・
吉
嶋
小
左
衛
門
・
摂
待
源
蔵
・
下
田
善
兵
衛
・
蒔 

内
庄
右
衛
門
・
川
村
弥
内
・
千
田
新
兵
衛
・
重
茂
斉
宮
・
生
方
治
右
衛
門
・
田
鍍
伝 

助
、
鳥
目
五
拾
疋
宛
長
内
弥
五
郎
、
同
弐
百
疋
紙
丁
次
郎
八
、
同
五
拾
疋
錆
屋
山
三 

郎
、
同
百
疋
張
や
新
四
郎
・
同
五
拾
疋
絵
書
庄
二
郎
、
三
拾
疋
御
水
主
庄
二
郎
、
同 

断
与
伝
二
、
同
断
兵
右
衛
門
、
百
匹
立
都
、
同
断
良
勝
、
三
拾
疋
御
掃
除
坊
主
林
夏
、 

同
断
林
斉
、
壱
貫
文
仕
立
屋
伝
七
・
同
大
工
儀
左
衛
門
、
同
断
藤
蔵
・
三
拾
疋
鑓
や 

大
助
、
同
御
小
者
長
吉
、
四
百
文
大
工
弐
人
、
四
百
文
塗
師
弐
人
、
右
通
被
下
之 

 
 

 

三
月
廿
二
日 

 
 

 
 

一 

於
御
中
丸
清
九
郎
罷
上
り
操
仕
候
、
上
々
様
方
御
出
御
覧
被
遊
、
次
高
知
之
面
々 

其
外
御
家
中
士
中
為
御
見
成
、
右
操
上
留
利
、
い
け
に
ゑ
藤
原
仲
光
二
本
仕
、
巳
ノ 

刻
よ
り
始
申
ノ
下
刻
ニ

終 

 
 

 

三
月
廿
三
日 

 
 

 
 

一 

御
中
丸
ニ

て
操
仕
候
宮
清
九
郎
ニ

、
御
蔵
米
三
拾
表
（
俵
）
被
下
之 

 
 

 

三
月
廿
六
日 

 
 

 
 

一 

於
御
中
丸
操
御
上
覧
、
御
新
丸
御
中
屋
舗
（
敷
）
よ
り
も
御
出
被
成
、
其
外
御
一 

門
高
知
之
内
方
為
御
見
被
成 

 
 

 

五
月
小
十
三
日 

 
 

 
 

一 

於
御
中
丸
清
九
郎
操
仕
候
、
御
本
丸
奥
方
・
御
新
丸
奥
方
、
御
中
屋
敷
よ
り
御
出 

被
遊
御
覧
、
次
高
知
之
内
為
御
見
被
成
、
巳
ノ
刻
ニ

初
酉
ノ
刻
ニ

終
、
上
留
利
堀
川
夜 

討
よ
り
静
宝
楽
之
舞
迄
、
矢
か
た
ミ
二
本
仕
ル 

天
和
三
年
（
一
六
八
三
） 

 
 

 

四
月
十
二
日 

 
 

 

一 

と
ら
や
永
閑
上
下
廿
三
人
ニ

て
、
去
十
一
日
到
着
、
今
日
於
御
舞
台
あ
や
つ
り
被 

 

仰
付
之 

四
月
十
六
日 

 
 

 
 

一 

虎
屋
永
閑
、
今
日
よ
り
於
新
八
幡
町
、
芝
居
相
立
之 

 
 

 
 

一 

従
式
部
様
、
虎
屋
永
閑
ニ

塩
鴈
五
羽
、
米
廿
俵
被
下
之 

四
月
廿
八
日 

 
 

 
 

一 

今
日
於
御
舞
台
虎
屋
永
閑
操
仕
ル 

五
月
十
六
日 

 
 

 
 

一 

御
新
丸
於
御
舞
台
、
永
閑
操
被
仰
付
之 

十
月
一
日 

 
 

 
 

一 

判
金
壱
枚 

 
 

 

虎
屋
永
閑 

 
 

 
 

 
 

串
貝
五
連 

遠
野
・
花
巻
両
所
芝
居
御
免
被
成
下
、
有
難
奉
存
候
由
、
小
源
太
ヲ
以
申
上
候
付
、 

右
之
通
被
下
之 

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
） 

 
 

 

三
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

於
御
前
川
原
町
左
兵
衛
上
留
里
語
申
、
為
御
褒
美
鳥
目
百
疋
、
同
し
や
ミ
せ
ん
引 

萩
部
鳥
目
五
十
疋
拝
領
之 

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
） 

 
 

 

四
月
廿
日 

 
 

 
 

綱
御
門
・
刑
部
屋
敷
前
辻
御
番
所
へ

之
書
出
之
写 

 
 

 
 

 
 

 
 

覚 

 
 

 
 

一 

他
国
も
の
・
あ
や
し
き
者
、
一
切
通
申
間
敷
事 

四 
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一 

市
立
之
娘
并

座
頭
、
旅
立
之
出
家
・
山
伏
、
夫
馬
、
ほ
う
か
ふ
り
、
日
照
笠
か
ふ
り 

候
者
、
一
切
通
申
間
敷
候
、
附 

御
城
御
用
之
座
頭
・
夫
馬
は
各
別
之
事 

 
 

 
 

一 

下
々
小
う
た
・
上
る
り
語
、
無
作
法
成
も
の
改
通
可
申
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

卯
ノ 

三
月
日 

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
） 

 
 

 

二
月
晦
日 

 
 

 
 

一 

と
ら
屋
永
閑
今
日
相
立
候
付
、
銀
五
枚
、
塩
白
鷴
一
羽
親
子
二
被
下
、
昨
日
御
町 

奉
行
高
橋
惣
左
衛
門
・
栃
内
与
兵
衛
相
渡
之 

 
 

二
代
重
直
の
こ
ろ
は
、
芸
能
の
記
述
が
大
変
少
な
い
が
、
三
代
重
信
に
な
る
と
急
に
増
え
て
く

る
。
重
信
が
就
任
に
し
て
数
年
は
倹
約
令
な
ど
か
ら
城
内
に
お
け
る
能
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
程
度

で
あ
る
。
し
か
し
、
延
宝
期
に
入
る
と
中
ノ
丸
を
中
心
と
し
た
「
操
」
が
数
多
く
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
延
宝
八
年
間
の
こ
の
時
期
は
「
操
」
だ
け
で
は
な
く
、「
能
」「
相
撲
」「
狂
言
」
な
ど
も

極
め
て
多
く
行
わ
れ
て
お
り
、
重
信
の
代
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
藩
主
と
比
較
し
て
も
最
も
多
い

と
言
え
る
。
狂
言
芝
居
の
篠
塚
半
兵
衛
や
南
京
操
（
糸
あ
や
つ
り
）
の
か
さ
り
や
五
郎
左
衛
門
の

名
も
複
数
回
見
ら
れ
る
。
篠
塚
半
兵
衛
は
、「
天
和
年
中
以
前
の
比
ニ

候
哉
、
篠
塚
半
兵
衛
と
云
か

ぶ
き
役
者
、
中
伴
四
五
人
召
連
レ

當
地
え
參
候
、
」
と
『
遠
野
古
事
記
』（

4
）

に
も
そ
の
名
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
遠
野
藩
主
義
長
と
奥
様
が
東
善
寺
に
半
兵
衛
を
呼
び
、
御
家
中
の
役
人
や
妻
子
に

も
見
物
さ
せ
た
と
あ
る
。
少
人
数
で
善
人
悪
人
、
女
方
、
道
化
方
な
ど
二
役
も
三
役
も
こ
な
す
演

目
に
と
て
も
感
動
し
、
褒
美
を
と
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

江
戸
か
ら
の
興
行
も
見
え
る
。
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
、
江
戸
境
町
（

5
）

か
ら
太
夫
油
屋
茂

兵
衛
が
や
っ
て
き
て
、
大
書
院
で
あ
や
つ
り
を
披
露
し
て
い
る
。
こ
の
油
屋
茂
兵
衛
な
る
人
物
は
、

『
浄
瑠
璃
大
系
図
』（
6
）

に
「
慶
安
の
頃
の
人 

江
戸
住
み 

名
人
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
鳥

屋
次
郎
吉
、
四
郎
與
吉
、
杉
山
丹
後
掾
に
対
し
て
「
正
保
慶
安
の
頃 

以
下
四
人
を
四
天
王
と
い

ふ
い
づ
れ
も
名
人
な
り
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
（
正
保
慶
安
―
一
六
四
四
～
一
六
五
一
年
）
。 

 

天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
に
は
、
虎
屋
永
閑
が
廿
三
人
を
引
き
連
れ
て
盛
岡
に
や
っ
て
き
て
お

り
、
新
八
幡
町
で
操
芝
居
が
行
わ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
記
事
ま
で
は
、
す
べ
て
「
操
（
あ
や
つ

り
）
」
は
城
内
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
こ
で
城
外
で
の
記
事
が
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
虎
屋

永
閑
は
江
戸
前
期
に
活
躍
し
た
古
浄
瑠
璃
の
太
夫
で
、「
永
閑
節
」
の
創
始
者
で
も
あ
る
。
虎
屋
源

太
夫
門
人
と
な
り
、
小
源
太
夫
（
小
源
太
）
と
い
う
芸
名
で
活
動
す
る
。
寛
文
九
（
一
六
六
九
）

年
に
「
永
閑
」
と
改
名
、
延
宝
九
（
一
六
八
一
）
年
以
降
薩
摩
座
（
有
力
な
操
座
の
一
つ
）
の
看

板
太
夫
と
な
り
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
頃
に
独
立
し
た
と
い
う
（

7
）
。
盛
岡
に
は
そ
の
独
立

し
た
と
さ
れ
る
翌
年
に
一
座
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
の

二
月
立
ち
去
る
ま
で
、
毎
年
行
き
来
し
た
の
か
、
逗
留
し
続
け
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
以
降

は
記
事
が
見
え
な
い
。 

四
代
行
信
の
時
代
。
華
や
か
な
元
禄
文
化
の
さ
な
か
、
領
内
で
は
不
作
・
凶
作
が
続
き
、
藩
財

政
が
逼
迫
し
た
の
で
、
節
約
を
徹
底
さ
せ
た
と
い
う
（

8
）
。
凶
作
や
飢
饉
に
伴
い
、
米
雑
穀
刀
の

他
領
移
出
禁
止
や
他
領
者
の
領
内
逗
留
の
禁
止
な
ど
の
お
触
れ
も
出
さ
れ
て
い
る
（

9
）
。
そ
の
た

め
、
城
内
で
行
わ
れ
た
謡
や
御
能
以
外
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
頻
繁
に
出
て
く
る
の
が
講
談
（
講

釈
）
で
あ
る
。
江
戸
で
の
徳
川
綱
吉
の
講
釈
を
拝
聴
し
た
こ
と
に
よ
り
、
盛
岡
に
戻
っ
て
か
ら
も

『
大
学
』
『
孟
子
』
な
ど
の
講
釈
が
数
多
く
行
わ
れ
た
。
根
市
半
蔵
や
根
市
権
四
郎
な
ど
を
呼
び
、

元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
か
ら
亡
く
な
る
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
ま
で
に
五
十
八
回
も
の
講
義
を

受
け
て
い
る
。 

行
信
の
時
代
で
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
も
の
は
、「
蹴
鞠
（
鞠
興
行
）
」
で
あ
る
。
元
禄
六
（
一

六
九
三
）
年
、
同
七
（
一
六
九
四
）
年
に
集
中
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
蹴
鞠
は
元
々
宮
廷
文
化
で

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
上
方
か
ら
流
行
し
町
人
に
普
及
さ
れ
て
い
く
。

し
か
し
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
八
月
六
日
、
去
る
七
月
十
三
日
に
江
戸
の
町
中
に
出
さ
れ
た

お
触
れ
が
『
雑
書
』
に
載
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
鞠
の
商
売
は
止
め
て
他
の
商
売
を
す
る
よ

う
に
、
取
っ
た
犬
皮
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
盛
岡
で
も
鞠

商
売
も
含
め
、
鞠
興
行
、
蹴
鞠
は
し
な
い
よ
う
に
町
奉
行
所
よ
り
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
鞠
の
材

五 



木戸口俊子：盛岡藩『雑書』にみる大衆芸能～「操」・「鈴江四郎兵衛」を中心に～ 

―96― 

は
辞
典
な
ど
で
見
る
と
鹿
の
皮
革
を
使
用
し
て
作
ら
れ
る
（

10
）

と
あ
る
が
、
こ
の
雑
書
の
記
事
を

見
る
上
で
は
、
犬
の
皮
も
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
時
は
、
犬
公
方
と
呼
ば
れ
た
綱
吉
の
世

で
あ
る
。 

 

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
） 

 
 

 

八
月
十
三
日 

 
 

 

一 

□
八
幡
神
事
に
付
、
如
例
年
操
・
嶋
原
狂
言
ニ

芝
居
被
仰
付
被
下
度
旨
、
仙
北
町
四
郎 

兵
衛
并

権
六
・
兵
右
衛
門
御
町
奉
行
迄
願
上
候
所
ニ

、
望
之
通
被 

仰
付
之 

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
） 

 
 

 

八
月
十
三
日 

 
 

 
 

一 

仙
北
町
操
太
夫
四
郎
兵
衛
、
来
ル
廿
五
日
よ
り
片
原
町
ニ

て
操
仕
度
旨
、
御
町
奉
行 

を
以
願
上
、
望
之
通
申
付
之 

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
） 

 
 

 

七
月
廿
七
日 

 
 

 

一 

あ
や
つ
り
芝
居
仕
度
之
旨
、
七
間
丁
四
郎
兵
衛
願
上
、
願
之
通
ニ

芝
居
被 

仰
付
、
御 

町
奉
行
両
人
ヘ

申
渡
之 

 

雑
書
に
お
け
る
「
四
郎
兵
衛
」
初
出
は
、
五
代
信
恩
時
代
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
八
月
十

三
日
八
幡
神
事
に
お
け
る
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
八
幡
神
事
」
の
た
め
「
如
例
年
操
・
嶋
原

狂
言
芝
居
被
仰
付
被
下
度
」
と
あ
り
、
例
年
の
よ
う
に
操
と
狂
言
芝
居
興
行
の
許
可
を
お
願
い
し

て
い
る
も
の
で
、「
如
例
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
よ
り
も
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
八
幡
宮
が
造
営
さ
れ
て
最
初
の
祭
礼
は
延
宝
九
（
一
六
八
一
）
年
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
時
は
神
事
が
多
く
一
般
庶
民
が
楽
し
む
よ
う
な
芸
能
の
類
は
極
め
て
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
雑

書
」
の
記
事
に
も
掲
載
が
な
い
。
そ
の
後
、
十
年
後
の
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
、
七
軒
丁
権
六

が
祭
礼
で
の
嶋
原
芝
居
（
狂
言
芝
居
）
の
許
可
を
得
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
降
徐
々
に
祭
礼
で
の

庶
民
が
楽
し
む
芸
能
興
行
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
以
後
、
四
郎
兵
衛
の
名
は
「
操
太
夫
」「
操
師
」
ま
た
は
「
仙
北
町
」
や
「
七
軒
丁
」
と
つ

い
て
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
四
郎
兵
衛
の
名
よ
り
も
先
行
し
て
雑
書
に
見
え
て
い
た

狂
言
芝
居
の
権
六
や
か
る
わ
さ
（
軽
業
）
芝
居
の
七
軒
丁
駒
太
夫
と
と
も
に
、
八
幡
祭
礼
の
際
の

興
行
願
い
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
く
。
七
軒
丁
の
名
は
、
三
代
重
信
の
元
禄
期
に

「
七
軒
丁
権
六
」
と
し
て
狂
言
芝
居
の
興
行
で
見
え
る
。
た
だ
、
そ
の
後
「
権
六
」
と
い
う
名
は

狂
言
芝
居
の
太
夫
と
し
て
掲
載
さ
れ
、「
七
軒
丁
」
は
狂
言
以
外
の
様
々
な
芸
能
支
配
と
し
て
「
七

軒
丁
金
六
」
そ
し
て
「
御
駒
太
夫
金
六
」「
御
駒
太
夫
庄
吉
」
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
ち
な
み
に

『
雑
書
』
で
は
七
軒
丁
の
金
六
（
店
屋
金
六
）
、
市
右
衛
門
の
頃
は
、
「
駒
太
夫
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
「
御
」
は
一
度
し
か
出
て
こ
な
い
。
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
に
庄
吉
が

継
い
で
「
御
」
の
字
が
付
さ
れ
「
御
駒
太
夫
」
と
固
定
さ
れ
て
い
く
。 

さ
ら
に
、
五
代
信
恩
の
時
代
に
注
目
し
た
い
の
は
「
軽
業
」
の
興
行
で
あ
る
。
正
徳
二
（
一
七

一
二
）
年
発
刊
の
『
和
漢
三
才
圖
會
』（
11
）

に
は
、
曲
芸
の
一
種
で
似
た
よ
う
な
見
世
物
で
あ
る

「
籠
脱
（
籠
抜
け
）
」
や
「
高
絙
（
綱
渡
り
）
」
な
ど
は
あ
る
が
、
ま
だ
「
軽
業
」
と
い
う
項
目
は

出
て
こ
な
い
。
盛
岡
で
は
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
に
は
「
軽
業
」
と
し
て
雑
書
に
記
録
さ
れ
る
。 

「
軽
業
」
と
い
う
総
称
が
使
用
さ
れ
始
め
た
時
期
が
こ
の
辺
り
の
時
期
と
思
わ
れ
る
。 

 

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
） 

 
 

 

八
月
八
日 

 
 

 
 

一 

仙
北
町
操
師
四
郎
兵
衛
於
八
幡
丁
十
四
日
よ
り
弐
芝
居
仕
度
之
旨
、
御
町
奉
行
迄 

願
上
、
願
之
通
被 

仰
出 

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
） 

 
 

 
七
月
十
八
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
町
奉
行 

 
 

 
 

 
 

来
月
八
幡
御
神
事
之
剋
（
刻
）
芝
居
・
あ
や
つ
り
仕
度
旨
権
六
・
四
郎
兵
衛
申
上
、 

六 
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願
之
通
被 

仰
出
之 

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
） 

 
 

 
七
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 
八
幡
祭
礼
之
刻
、
軽
わ
さ
・
あ
や
つ
り
・
狂
言
芝
居
座
元
之
者
共
申
上
、
願
之
通 

被 
仰
付
、
御
町
奉
行
へ

申
渡
之 

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
） 

 
 

 

七
月
十
一
日 

 
 

 
 

一 

狂
言
芝
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太
夫

権
六 

 
 

 
 

 
 

八
幡
御
祭
礼
之
節
晴
天
十
六
日 

 
 

 
 

一 

操
芝
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仙
北
町

四
郎
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

右
同
断 

 
 

 
 

一 

か
る
わ
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

七
間
丁
駒
太
夫

市
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

八
月
朔
日
よ
り
十
六
日
迄 

 
 

 
 

 

右
之
通
願
上
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
へ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
四
日 

 
 

 
 

一 

殿
様
巳
刻 

光
源
院
様
（
行
信
女
）
ヘ

被
為
入
、
操
御
覧
被
遊 

享
保
四
年
（
一
七
一
九
） 

 
 

 

七
月
十
一
日 

 
 

 
 

一 

狂
言
芝
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太
夫

権
六 

 
 

 
 

一 

操
芝
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

座
本
七
間
丁

四
郎
兵
衛 

 
 

 
 

一 

か
る
わ
さ
芝
居 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

七
間
丁
駒
太
夫

市
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

右
之
者
共
□
□
□
□
御
祭
礼
之
節
、
八
月
朔
日
よ
り
同
十
六
日
迄
御
祭
礼
之
内
、 

例
之
通
狂
言
芝
居
其
外
御
免
被
成
下
度
旨
、
御
町
奉
行
共
迄
申
出
候
付
、
遂
披
露
候 

処
、
願
之
通
被 

仰
出
、
御
町
下
条
図
書
・
横
浜
金
十
郎
へ

申
渡
之 

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
） 

 
 

 

七
月
廿
六
日 

 
 

 
 

一 

来
月
鳩
森
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
操
芝
居
・
相
撲
相
立
申
度
旨
、
行
事
善
太
郎
・
駒
太 

夫
・
市
郎
右
衛
門
・
四
郎
兵
衛
・
権
六
願
上
、
江
戸
ヘ

相
伺
候
処
、
願
之
通
可
申
付
旨 

申
来
、
御
町
奉
行
横
浜
金
十
郎
へ

申
渡
之 

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
） 

 
 

 

七
月
十
一
日 

 
 

 
 

一 

八
月
朔
日
よ
り
晴
天
十
六
日 

 
 

太
夫

権
六 

 
 

 
 

 
 

狂
言
芝
居 

 
 

 
 

一 

同
断
繰
芝
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

繰
太
夫

四
郎
兵
衛 

 
 

 
 

一 

同
断
追
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
駒
太
夫

金
六 

 
 

 
 

右
之
者
共
八
幡
神
事
之
節
、
為
渡
世
願
上
願
之
通
被 

仰
付
、
寺
社
御
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 

享
保
一
六
（
一
七
三
一
）
年
、
八
月
か
ら
行
わ
れ
る
八
幡
神
事
に
向
け
て
、
権
六
と
金
六
と
と

も
に
四
郎
兵
衛
は
渡
世
願
い
を
出
し
、
寺
社
奉
行
か
ら
許
可
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。『
南
部
盛
岡

藩
辞
典
』（
12
）

で
「
寺
社
奉
行
」
を
開
く
と
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

公
国
史
に
「
明
暦
中
石
橋
新
兵
衛
、
高
橋
内
記
社
寺
奉
行
を
勤
む
、
是
よ
り
前
見
在
せ
ず
、 

後
又
廃
す
、
天
和
元
年
七
月
二
十
一
日
重
直
公
命
じ
て
初
め
て
寺
社
町
奉
行
を
兼
并
す
」
と 

あ
る
。
（
中
略
）
南
部
職
務
掌
程
に
「
文
化
五
戊
辰
年
九
月
二
十
二
日
、
公
事
三
役
扱
之
覚
、

寺
社
御
町
奉
行
」 

一
、 

寺
院 

一
、 

神
職 

一
、 

山
伏 

一
、 
諸
社
別
当 

一
、 

虚
無
僧 

七 
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一
、 

座
頭
、
瞽
女 

一
、 

御
城
下
御
町
之
者 

一
、 

狂
言
、
御
駒
太
夫
、
役
者 

一
、 
寺
社
奉
行
支
配
諸
職
人 

一
、 

御
町
組
、
並
十
人
組 

一
、 

目
明
並
穢
多
之
者 

一
、 

他
所
者 

右
御
領
分
中
者
勿
論
他
所
共
に
出
入
有
之
候
得
者
寺
社
御
奉
行
請
持 

（
後
略
） 

 

と
あ
る
。
四
郎
兵
衛
ら
の
願
出
は
本
来
寺
社
奉
行
の
取
り
扱
い
で
あ
る
が
、
町
奉
行
の
文
字
が

見
え
る
の
は
兼
任
の
た
め
で
あ
る
。『
雑
書
』
の
記
事
と
同
じ
享
保
一
六
（
一
七
三
一
）
年
一
月

か
ら
四
月
に
か
け
て
の
執
務
記
録
『
寺
社
町
奉
行
留
』（
13
）

に
も
四
郎
兵
衛
の
名
が
見
え
る
。 

 
 

操
役
者
仲
間
、
十
右
衛
門
・
清
次
郎
・
長
兵
衛
・
長
太
郎
・ 

清
七
・
庄
三
郎
・
弥
内
・
勘
四
郎
・
三
之
助
・
四
郎
兵
衛
、 

 
 

 
 

右
拾
人
為
渡
世
在
々
相
廻
候
、
相
対
次
第 

 
 

宿
借
通
可
申
候
、
若
右
之
者
共
我
侭 

 
 

之
儀
仕
候
ハ
ヽ
、
此
方
へ

早
々
可
申
越
候
、
急
度 

詮
議
可
申
付
候
、
為
其
如
比
此
候
、
以
上 

 
 

 

亥 

四
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

両
人 

印 

 
 

 
 

 
 

 

御
領
内
在
々 

右
切
手
用
事
相
済
十
一
月
十
五
日
上
ル

、 
 

 
 

検
断
肝
煎 

両
判
相
破
御
用
箱
へ
入
置
、 

 
 

右
は
操
座
本
、
仙
北
町
四
郎
兵
衛
願
書
へ 

 
 

検
断
末
書
を
以
願
上
、
遂
披
露
候
所 

 
 

勘
左
衛
門
殿
御
伺
被
成
、
願
之
通
被 

仰
出
候
旨 

 
 

於
御
席
勘
左
衛
門
殿
、
弾
右
衛
門
へ

被 

仰
渡
候
に
付 

 
 

 

右
之
通
切
手
認
、
中
ノ
口
ニ

て
検
断
へ

渡
遣
ス 

 

『
雑
書
』
に
は
な
い
記
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
た
っ
た
四
カ
月
の
日
記
で
は
あ
る
が
、
大
変
貴

重
で
あ
る
。 

 

元
文
元
年
（
一
七
三
六
） 

 
 

 

七
月
廿
五
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

狂
言
太
夫

八
幡
丁
権
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

操
太
夫
仙
北
町

四
郎
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

駒
太
夫
仙
北
町

金
六 

 
 

 
 

 

右
之
者
共
為
渡
世
、
来
月
朔
日
よ
り
□
□
□
御
祭
礼
中
、
芝
居
・
操
仕
度
旨
申
上
、

願
之
通
被 

仰
出
御
町
奉
行
へ

申
渡
之 

元
文
四
年
（
一
七
三
九
） 

 
 

 

五
月
七
日 

 
 

 
 

一 

御
駒
蒼
前
之
宮
権
化
、
御
領
分
中
願
之
通
先
達
て
被 

仰
付
、
此
度
宮
建
立
仕
候
、 

依
之
来
ル

九
日
遷
宮
神
事
仕
度
候
、
仍
て
ほ
う
ら
く
操
七
間
丁
ニ

て
興
行
仕
度
、
晴
天 

 

五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
店
屋
金
六
願
上
御
町
奉
行
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申 

渡
之 

 
 

 

五
月
廿
四
日 

 
 

 
 

一 

此
度
春
日
祭
礼
ニ

付
、
八
幡
御
庭
之
内
ニ

て
、
為
渡
世
操
芝
居
仕
度
、
晴
天
五
日
被 

 

仰
付
被
下
度
旨
太
夫
四
郎
兵
衛
願
上
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
） 

 
 

 

閏
七
月
朔
日 

八 
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一 

来
月 

□
鳩
森
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
操
芝
居
来
月
五
日
よ
り
晴
天
十
六
日
被 

仰 

付
被
下
度
旨
、
操
太
夫
四
郎
兵
衛
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
） 

 
 

 

七
月
廿
六
日 

 
 

 
 

一 
例
年
之
通
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
狂
言
・
芝
居
、
八
月
朔
日
よ
り
、
晴
天
十
六
日
被 

 

仰
付
被
下
度
旨
、
太
夫
玉
左
衛
門
願
上 

 
 

 
 

一 

操
興
行
仕
度
候
間
、
八
月
五
日
よ
り
晴
天
十
六
日
、
被 

仰
付
被
下
置
度
旨
、
座 

本
四
郎
兵
衛
申
上 

 
 

 
 

一 

曲
馬
追
出
、
芝
居
仕
度
候
間
、
八
月
朔
日
よ
り
十
六
日
迄
、
被 

仰
付
被
下
度
旨
、 

御
駒
大
夫
庄
吉
願
上 

 
 

 
 

 
 

右
何
も
願
之
通
被 

仰
出
、
御
町
奉
行
共
ヘ

申
渡
之 

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
） 

 
 

 

閏
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

一 

操
役
者
拾
三
人
、
為
渡
世
領
内
中
操
芝
居
ニ

て
相
廻
り
申
度
候
、
前
々
よ
り
御
切
手 

被
下
置
相
廻
り
申
候
由
、
仙
北
町
検
断
八
兵
衛
末
書
を
以
申
上
、
願
之
通
被 

仰
出
、 

於
席
御
町
奉
行
ヘ
申
渡
之 

 
 

 

九
月
七
日 

 
 

 
 

一 

当
月
神
明
・
春
日
御
祭
礼
に
付
、
操
芝
居
仕
度
候
、
十
五
日
よ
り
晴
天
十
五
日
被 

 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本
四
郎
兵
衛
仙
北
町
検
断
末
書
を
以
申
上
、
願
之
通
被 
仰 

付
、
於
席
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
、
八
幡
御
祭
礼
の
願
出
の
際
に
初
め
て
、
四
郎
兵
衛
の
名
に
「
座
本

（
座
元
）
」
が
つ
く
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
操
役
者
や
為
寄
上
瑠
理
（
寄
席
浄
瑠
璃
―
簡
単

な
小
屋
掛
け
な
ど
を
し
て
行
う
浄
瑠
璃
語
り
）
の
太
夫
な
ど
が
領
内
で
興
行
を
行
う
際
に
四
郎
兵

衛
の
座
本
と
し
て
の
仕
事
ぶ
り
が
見
え
て
く
る
。 

 

延
享
元
年
（
一
七
四
四
） 

 
 

 

六
月
十
六
日 

 
 

 
 

一 

操
役
者
仲
間
十
五
人
、
為
渡
世
御
領
分
中
相
廻
候
、
相
対
次
第
宿
貸
通
可
申
候
由
、 

御
町
奉
行
よ
り
在
々
検
断
・
肝
入
方
へ

申
遣
度
旨
申
出
、
願
之
通
被
仰
出
、
御
町
奉
行 

共
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

六
月
十
九
日 

 
 

 
 

一 

当
八
月
・
九
月
如
例
年
、
狂
言
・
芝
居
・
操
・
相
撲
願
候
ハ
ゝ
、
江
戸
ヘ

相
伺
不
申 

 
 

申
付
候
様
被 

仰
出
候
由
、
願
出
候
ハ
ゝ
直
々
可
申
渡
旨
、
御
用
状
申
来 

 
 

 

六
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 

来
ル

八
月
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
例
年
之
通
操
芝
居
興
行
仕
度
候
、
日
限
之
義
追
て
願 

上
申
度
、
渡
世
旨
座
本
四
郎
兵
衛
并

仙
北
町
検
断
末
書
を
以
申
上 

 
 

 
 

一 

来
ル
八
月
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
軽
業
・
狂
言
追
出
仕
度
候
、
依
之
昨
日
よ
り
晴
天
十 

六
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
御
駒
太
夫
正
吉
并

検
断
末
書
を
以
申
上 

右
願
之
通
被 

仰
出
、
於
席
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

延
享
四
年
（
一
七
四
七
） 

 
 

 

八
月
廿
三
日 

 
 

 
 

一 

来
ル

九
月
春
日
御
祭
礼
ニ

付
、
操
芝
居
興
行
仕
度
、
晴
天
十
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、 

尤
始
候
儀
は
追
て
可
申
上
旨
、
操
太
夫
四
郎
兵
衛
、
仙
北
町
検
断
金
右
衛
門
末
書
を 

以
申
上
、
願
之
通
被 

仰
出
、
寺
社
御
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
月
三
日 

 
 

 
 

一 

郡
山
日
詰
町
ニ

お
ゐ
て
、
四
郎
兵
衛
支
配
操
狂
言
相
立
申
度
候
間
、
来
ル

五
日
よ
り 

十
一
日
迄
、
晴
天
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
郡
山
三
町
検
断
共
願
出
候
旨
、
御
代 

官
末
書
を
以
申
上
、
願
之
通
被 

仰
出
、
御
目
付
ヘ

申
渡
之 

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
） 

九 
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七
月
廿
八
日 

 
 

 
 

一 

鳩
森
八
幡
御
神
事
ニ

付
、
御
操
芝
居
興
行
仕
度
候
、
晴
天
十
二
日
被 

仰
付
被
下
置 

度
旨
、
川
原
町
検
断
末
書
を
以
申
上
、
願
之
通
被 

仰
出
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
延
四
年
（
一
七
五
一
） 

 
 

 

八
月
七
日 

 
 

 
 

一 

当
八
月
、
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
操
芝
居
兼
て
心
懸
、
向
々
ヘ

本
座
四
郎
兵
衛
よ
り
申 

遣
候
得
共
、
間
違
罷
下
り
不
申
、
仙
台
国
分
町
よ
り
浄
瑠
璃
語
松
嶋
太
夫
・
善
五
郎 

両
人
来
、
不
人
数
ニ

付
、
相
勤
兼
早
速
罷
帰
候
由
、
道
中
迷
惑
候
間
、
日
暮
よ
り
四
時 

迄
之
内
、
寄
セ
浄
瑠
璃
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
上
、
願
之
通
被 

仰
出
、
御
町 

奉
行
ヘ

申
渡
之
、
委
細
は
御
町
奉
行
留
有 

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
） 

 
 

 

十
一
月
二
日 

 
 

 
 

一 

在
々
ニ

て
勧
進
相
撲
・
芝
居
操
等
為
相
立
候
儀
、
向
後
無
用
ニ

可
仕
度
被 

仰
出
、 

花
巻
御
郡
代
へ

書
状
を
以
申
遣
、
諸
御
代
官
ヘ

ハ
御
目
付
よ
り
申
遣
候
様
申
渡
之 

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
） 

 
 

 

六
月
十
八
日 

 
 

 
 

一 

操
太
夫
芝
居
立
候
砌
、
看
板
御
操
と
相
出
候
、
向
後
御
之
字
為
附
申
間
敷
旨
被 

 

仰
出
、
寺
社
御
奉
行
へ

申
渡
之 

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
） 

 
 

 

七
月
廿
五
日 

 
 

 
 

一 

来
ル

八
月
鳩
森
御
祭
礼
ニ

付
、
操
芝
居
晴
天
十
六
日
被 

仰
付
被
下
置
度
旨
申
上
候 

 

処
、
晴
雨
ニ

無
構
十
六
日
被 

仰
付
旨
被 

仰
出
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
） 

 
 

 

十
月
十
四
日 

 
 

 
 

一 

江
戸
京
橋
真
太
夫
・
小
膳
治
右
弐
人
浄
瑠
璃
為
渡
世
罷
下
候
付
、
於
十
三
日
町
昼 

七
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
来
ル

十
六
日
よ
り
日
数
廿
日
、
寄
セ
浄
瑠
璃
為
語
申
度
、
壱
人 

ニ

付
座
敷
代
十
六
文
宛
ニ

相
定
為
聞
申
度
、
尤
為
語
候
近
所
へ

人
を
附
置
、
火
用
心
等 

相
慎
可
申
旨
願
上
候
段
、
御
町
奉
行
申
出
、
願
之
通
被 

仰
出
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
） 

 
 

 

七
月
十
五
日 

 
 

 
 

一 

日
詰
長
岡
通
御
代
官
所
之
内
、
赤
石
大
明
神
祭
礼
ニ

付
、
盛
岡
四
郎
佐
座
人
形
芝 

居
、
来
ル

十
七
日
よ
り
晴
天
四
日
相
立
申
度
旨
願
出
候
間
、
願
之
通
申
付
候
由
御
代
官 

申
出
候
旨
、
御
目
付
共
申
出
之 

 四
郎
兵
衛
は
、
も
と
も
と
仙
北
町
に
座
（
居
）
を
構
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
寛
延
三
（
一
七
五

〇
）
年
に
は
、
仙
北
町
検
断
か
ら
川
原
町
検
断
に
興
行
願
い
を
申
請
し
て
い
る
。
こ
の
頃
に
は
川

原
町
に
転
居
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
何
度
と
な
く
北
上
川
の
洪
水
に
遭
い
、
昭
和
二
十
四

（
一
九
四
九
）
年
に
鉈
屋
町
へ
転
居
し
て
い
る
。 

八
代
利
雄
の
宝
暦
年
間
は
十
四
年
間
続
く
が
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
の
大
飢
饉
を
中
心
に

そ
の
後
も
飢
饉
が
続
い
た
た
め
領
内
で
の
芸
能
は
極
端
に
減
る
。
し
か
し
、
宝
暦
十
三
、
十
四
（
一

七
六
三
・
一
七
六
四
）
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
、
か
ら
く
り
見
世
物
や
竹
田
人
形
か
ら
く

り
な
ど
、
ぜ
ん
ま
い
仕
掛
け
の
か
ら
く
り
が
流
行
し
始
め
る
。
ま
た
八
人
芸
な
ど
の
技
術
的
な
芸

の
見
世
物
も
増
え
る
。 

同
じ
こ
ろ
、
座
本
（
元
）
が
「
四
郎
兵
衛
」
か
ら
「
四
郎
佐
」
に
代
わ
る
。
宝
暦
十
三
（
一
七

六
三
）
年
七
月
十
五
日
赤
石
大
明
神
祭
礼
（
日
詰
長
岡
通
）
が
初
出
で
あ
る
。 

 

明
和
五
年
（
一
七
六
八
） 

 
 

 
五
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 
狂
言
太
夫
玉
左
衛
門
・
操
座
本
四
郎
佐
、
不
調
法
之
儀
有
之
慎
被 

仰
付
置
候
処
、 

別
紙
之
通
被 

仰
出
、
左
之
通
、 

一
〇 
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狂
言
太
夫

玉
左
衛
門
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

被 

仰
渡 

 
 

 
 

 
 

其
方
儀
、
狂
言
芝
居
去
月
依
願
被 

仰
付
、
尤
操
座
本
四
郎
佐
願
之
上
双
方
興
行 

罷
出
候
処
、
操
ニ

て
女
子
踊
道
行
等
為
仕
候
付
、
狂
言
之
差
支
ニ

相
成
、
殊
操
ニ

て
右 

所
佐
（
作
）
不
仕
儀
故
相
止
候
様
申
断
候
得
共
相
用
不
申
候
付
、
御
威
光
を
以
相
止 

候
様
成
下
度
旨
申
出
、
八
幡
丁
肝
煎
を
以
内
々
取
扱
申
付
、
彼
是
双
方
申
含
候
内
、 

子
踊
等
之
所
佐
去
月
廿
五
日
迄
及
延
引
、
其
方
興
行
之
差
支
相
成
候
付
、
操
舞
台
へ

踏 

込
理
無
（
不
）
尽
之
致
方
、
見
物
ま
で
騒
動
候
間
、
警
固
之
者
補
鎮
訴
出
、
段
々
遂 

吟
味
候
処
、
四
郎
佐
子
踊
相
止
不
申
法
外
之
致
方
之
由
、
他
領
役
者
共
申
ニ

付
、
不
得 

止
事
、
舞
台
へ

罷
越
為
相
止
候
旨
申
出
候
、
肝
煎
取
扱
申
付
候
段
存
居
何
分
致
方
も
可 

有
之
処
、
我
儘
不
遠
慮
の
致
方
候
間
被 

仰
付
方
も
有
之
候
得
共
、
畢
竟
職
分
抱
心 

得
違
と
相
聞
得
候
間
、
御
憐
愍
を
以
戸
〆
御
免
被
成
候
条
、
向
後
右
躰
之
儀
相
慎
可 

申
者
也 

 

操
座
本

四
郎
佐
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

被 

仰
渡 

 
 

 
 

 
 

其
方
儀
、
去
月
操
願
之
上
興
行
い
た
し
女
子
踊
道
行
等
仕
候
付
、
狂
言
太
夫
玉
左 

衛
門
よ
り
差
支
二

相
成
、
殊
操
二

操
ニ

て
出
丈
ハ
格
別
、
子
共
所
佐
（
作
）
等
ハ
不
仕 

佐
（
作
）
法
ニ

付
相
止
候
様
度
々
申
断
候
得
共
相
止
不
申
、
御
威
光
を
以
相
止
候
様
被 

成
下
度
旨
申
出
、
八
幡
丁
肝
煎
を
以
内
々
為
取
扱
、
御
駒
太
夫
庄
吉
も
取
入
候
得
共 

相
用
不
申
、
玉
左
衛
門
去
月
廿
五
日
舞
台
へ

踏
込
相
止
候
様
申
候
処
、
理
無
（
不
）
尽 

不
遠
慮
致
方
ニ

付
捕
押
候
上
訴
出
、
右
始
末
双
方
遂
吟
味
候
処
、
八
幡
丁
肝
煎
申
含
早 

俄
々
敷
相
用
不
申
、
取
扱
申
付
候
儀
存
居
相
募
候
段
無
調
法
ニ

付
、
職
分
御
取
上
被 

 

仰
付
様
も
有
之
候
得
共
、
数
代
座
本
相
続
之
者
ニ

候
間
、
御
憐
愍
を
以
戸
〆
御
免
被
成 

候
条
、
向
後
急
度
相
慎
可
申
候
、
若
心
得
違
之
儀
有
之
候
ハ
ゝ
御
吟
味
之
上
曲
事
可 

被 

仰
付
者
也
、 

右
之
通
被 

仰
出
、
御
町
奉
行
へ

申
渡
之 

明
和
六
年
（
一
七
六
九
） 

 
 

 

八
月
五
日 

 
 

 
 

一 

鳩
森
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
操
芝
居
晴
天
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
座
本
四
郎
佐
願 

之
通
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
一
月
十
六
日 

 
 

 
 

一 

此
度
大
坂
北
久
太
郎
町
五
丁
目
時
太
夫
・
友
太
夫
、
座
敷
浄
瑠
理
為
渡
世
被
下
候 

付
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本
四
郎
作
願
書
を
以
申
出
候
処
、
神
明 

八
幡
稲
荷
御
神
事
之
外
は
、
向
後
右
類
ハ
取
次
無
用
可
為
旨
申
渡
之 

安
永
六
年
（
一
七
七
七
） 

 
 

 

八
月
朔
日 

 
 

 
 

一 

右
同
断
ニ

付
、
操
芝
居
晴
天
廿
日
座
本
四
郎
佐
願
出
候
処
、
晴
雨
ニ

無
構
日
数
廿
日 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

安
永
八
年
（
一
七
七
九
） 

 
 

 

六
月
五
日 

 
 

 
 

 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

狂
言
太
夫

玉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
本

四
郎
佐 

 
 

 
 

 
 

来
ル
十
一
日
、
川
原
町
舟
玉
祭
礼
ニ

付
、
為
賑
合
芝
居
・
操
、
右
場
所
ニ

て
興
行
仕 

度
候
間
、
晴
天
十
日
宛
、
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
候
得
共
、
此
節
難
被 

仰
付
旨
、 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
四
日 

 
 

 
 

一 

神
明
祭
礼
之
節
、
為
寄
浄
瑠
理
之
願
、
并

厨
川
稲
荷
祭
礼
之
節
、
操
之
願
出
候
処
、 

何
も
難
被 

仰
付
旨
、
寺
社
御
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
四
日 

一
一 
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一 

操
座
本
四
郎
佐
願
出
候
は
、
当
月 

神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
浄
瑠
理
之
儀
願
上
候 

処
、
被 

仰
付
不
被
下
置
候
、
当
年
手
廻
不
残
疫
病
相
煩
、
別
て
困
窮
及
び
渇
命
候 

躰
故
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
置
度
旨
猶
又
願
出
、
尤
五
人
組
之
者
右
之
趣
添
口 

上
書
を
以
申
出
候
付
、
願
之
通
申
付
、
尤
日
数
之
儀
は
当
月
中
日
付
、
日
暮
六
時
限 

為
相
仕
廻
候
様
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
） 

 
 

 

九
月
九
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
四
郎
左
願
出
候
は
、
此
度
春
日
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
勘
中
・
や
す
両
人
ニ

て 

昼
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
、
日
数
廿
日
為
寄
浄
瑠
理
興
行
仕
度
、
尤
為
座
敷
料
壱
人
よ 

り
拾
六
銅
宛
為
相
出
申
度
旨
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
月
二
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
四
郎
左
願
出
候
は
、
春
日
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
浄
瑠
理
廿
日
願
之
通
被 

 

仰
付
候
処
、
猶
又
明
後
四
日
よ
り
八
日
迄
過
日
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
願 

之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

安
永
十
年
（
一
七
八
一
） 

 
 

 

八
月
二
日 

 
 

 
 

一 

此
度 

八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
操
興
行
仕
度
候
間
、
晴
天
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、 

 
 

 
 

一 

右
同
断
ニ

付
、
仙
台
城
下
新
伝
馬
町
都
太
夫
・
女
房
并

妹
き
ん
、
右
三
人
ニ

て
寄
上 

瑠
理
七
時
過
よ
り
暮
六
ツ
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
元
四
郎
佐
、 

願
之
通
御
町
奉
行
へ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
六
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
泉
寺 

此
度
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
川
原
町
四
郎
佐
寄
セ
浄
瑠
理
願
之
通
被 

仰
付
候
、
右
場
所
末 

寺
八
幡
帰
命
寺
本
堂
之
内
無
心
申
度
旨
申
出
候
、
火
之
元
用
心
等
之
儀
稠
敷
申
付
借
遣 

申
度
奉
存
候
、
貧
寺
故
修
覆
等
之
足
ニ

も
相
成
候
間
、
御
差
支
も
無
之
候
ハ
ゝ
借
遣
度
旨 

伺
出
、
伺
之
通
寺
社
御
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
廿
五
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
芝
居
・
操
為
寄
浄
瑠
理
、
願
之
通
被 

仰
付
置
候
処
、
芝
居
は 

過
日
七
日
、
其
外
は
五
日
宛
願
出
候
得
共
、
芝
居
三
日
其
外
は
二
日
宛
申
付
之 

 
 

 

九
月
七
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
本

四
郎
佐 

春
日
神
明
御
祭
礼
并

矢
根
森
八
幡
宮
開
帳
ニ

付
、
為
寄
上
瑠
理
興
行
仕
度
、
昼
七
ツ
時
よ 

り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
候
処
、
日
数
十
日
可
申
付
旨
御 

町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
本

四
郎
佐 

為
寄
上
瑠
理
願
之
通
被 

仰
付
候
処
、
過
日
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
三
日
被 

 
 

仰
付
旨
御
町
奉
行
へ

申
渡
之 

天
明
二
年
（
一
七
八
二
） 

 
 

 

八
月
四
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
上
瑠
理
七
ツ
時
よ
り
暮
六
ツ
時
迄
日
数
廿
日
、
操
座
本
四
郎 

佐
申
出
御
祭
礼
中
被
、
仰
付
、
男
・
女
・
子
共
相
添
、
狂
言
小
芝
居
追
出
し
十
六
日 

迄
、
御
駒
太
夫
庄
吉
願
之
通
被 

仰
付
、
何
も
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
五
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
丁
帰
命
寺
申
出
候
は
、
為
寄
上
瑠
理
場
所
ニ

本
堂
貸
遣
申
度
、
修
覆
之
助
ニ

も 

罷
成
候
間
、
貸
遣
度
旨
伺
之
通
寺
社
御
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
十
三
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
四
郎
佐
願
出
候
は
、
江
戸
柳
原
新
橋
よ
り
下
り
候
元
太
夫
、
此
度
八
幡
御 

神
事
心
懸
、
道
中
病
気
ニ

て
只
今
着
仕
候
、
罷
帰
候
路
用
彼
是
行
当
候
ニ

付
、
日
数
十 

六
日
為
寄
上
瑠
理
仕
度
由
申
出
、
願
之
通
日
数
七
日
可
申
付
旨
御
町
奉
行
ヘ

申
渡 

一
二 
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九
月
五
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
四
郎
佐
申
出
候
は
、
長
町
裏
天
福
院
稲
荷
当
月
九
日
御
祭
礼
之
処
、
去
ル 

戌
年
類
焼
以
来
仮
小
屋
同
前
二

罷
有
候
間
、
此
間
御
堂
前
前
々
之
通
建
立
仕
度
候
得 

共
、
時
節
柄
出
銭
も
所
存
通
有
之
間
敷
候
間
、
氏
子
共
打
寄
操
興
行
仕
度
、
尤
筵
銭 

計
壱
人
拾
弐
文
ニ

て
、
右
入
方
余
分
を
以
普
請
仕
度
旨
天
福
院
相
頼
候
付
、
晴
天
七
日 

被 

仰
付
被
下
度
旨
、
且
天
福
院
本
寺
大
慈
寺
添
願
を
以
申
出
、
日
数
五
日
願
之
通 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

天
明
三
年
（
一
七
八
三
） 

 
 

 

七
月
廿
七
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
四
郎
佐
願
出
候
は
、
来
月
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
浄
瑠
理
札
銭
十
六
文
宛 

二

て
七
時
よ
り
六
時
迄
、
日
数
廿
日
興
行
仕
度
由
申
出
候
処
、
御
祭
礼
中
願
之
通
御
町 

奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
二
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
四
郎
作
（
佐
）
願
出
候
は
、
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
手
先
之
者
共
打
寄
法
楽
操 

仕
度
、
稽
古
同
様
之
儀
ニ

付
、
筵
囲
ニ

仕
、
礼
銭
な
し
筵
代
十
二
文
ツ
ゝ
ニ

相
定
申
度
、 

晴
天
十
六
日
被 

仰
付
被
下
度
由 

 
 

 
 

一 

同
人
願
出
候
は
、
右
同
断
ニ

付
、
江
戸
柳
原
新
橋
よ
り
元
大
夫
・
清
助
・
元
八
、
浄 

瑠
璃
為
渡
世
罷
下
候
間
、
為
寄
浄
瑠
理
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
由
願
出
候
ニ

付
、 

右
何
も
十
六
日
迄
願
之
通
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
十
五
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
四
郎
佐
願
出
候
は
、
操
初
日
延
引
之
上
不
入
ニ

て
、
諸
入
料
計
ニ

も
相
届
兼 

迷
惑
仕
候
ニ

付
、
十
六
日
過
七
日
之
過
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
候
処
、
過
日
三
日 

願
之
通
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

天
明
四
年
（
一
七
八
四
） 

 
 

 

七
月
廿
四
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
四
郎
佐
願
出
候
は
同
断
ニ

付
、
操
興
行
晴
天
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申 

出
、
願
之
通 

 
 

 
 

一 

同
人
右
同
断
ニ

付
、
為
寄
上
瑠
理
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被 

下
度
申
出
、
日
数
十
六
日
被 

仰
付
旨
、
何
も
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
十
六
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 

操
座
元

四
郎
佐 

 
 

 
 

 
 

八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
上
瑠
理
先
頃
願
之
通
被 

仰
付
候
処
、
聞
人
不
足
ニ

て
諸 

入
料
計
ニ

も
相
届
兼
候
間
、
過
日
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申 

渡
之 

 
 

 

九
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
四
郎
佐
願
出
候
は
、
操
不
当
ニ

て
金
主
ㇸ

も
迷
惑
仕
候
付
、
過
日
来
ル

九
日 

よ
り
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
晴
雨
ニ

無
構
過
日
三
日
可
申
付
旨
、
御
町
奉
行 

ヘ

申
渡
之 

天
明
五
年
（
一
七
八
五
） 

 
 

 

五
月
十
一
日 

 
 

 
 

一 

御
祭
礼
為
御
賑
操
興
行
仕
度
候
間
、
晴
天
十
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
座
元
又 

右
衛
門
願
書
を
以
申
出
、
晴
天
七
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

五
月
廿
六
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
下
小
路
稲
荷
御
祭
礼
ニ

付
、
操
興
行
晴
天
七
日
被 

 

仰
付
候
処
、
過
日
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
過
日
晴
天
三
日
被 

仰
付
旨
、 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
朔
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
申
出
候
は
、
当
月
春
日
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
晴
雨
ニ

無
構 

廿
日
操
興
行
仕
度
旨
申
出
、
晴
雨
ニ

無
構
当
月
廿
日
迄
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡 

之 

一
三 
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十
一
月
六
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
此
度
仙
台
城
下
川
原
町
よ
り
、
座
敷
浄
瑠
理
為
渡 

世
罷
越
候
弥
惣
治
、
并

娘
尾
上
逗
留
御
判
紙
頂
戴
罷
有
候
、
然
処
近
年
打
続
渡
世
方
、 

不
繁
昌
ニ

て
困
窮
罷
在
候
、
依
之
右
両
人
之
者
為
寄
仕
候
て
、
相
続
之
助
ニ

仕
度
候
間
、 

昼
七
時
よ
り
夜
五
時
迄
之
内
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
願
出
、
日
数
十
日
願 

之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

天
明
六
年
（
一
七
八
六
） 

 
 

 

八
月
十
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
浄
瑠
理
日
数
十
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本
又
右 

衛
門
申
出
、
御
祭
礼
中
望
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

閏
十
月
廿
六
日 

 
 

 
 

一 

講
談
為
寄
今
日
限
ニ

て
相
済
候
付
、
過
日
八
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
元
又
右 

衛
門
願
出
、
日
数
五
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

天
明
七
年
（
一
七
八
七
） 

 
 

 

八
月
五
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
妹
安
為
寄
浄
瑠
理
日
数
廿
日
被 

 

仰
付
被
下
度
申
出
、
御
祭
礼
中
望
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
十
三
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
祭
礼
ニ
付
、
江
戸
本
石
町
三
丁
目
よ
り
参
候
寿
仙
と
申
者
、
軍
書
講
談
為 

寄
興
行
仕
度
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座 

本
又
右
衛
門
願
出
、
日
数
十
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ
申
渡
之 

同
廿
四
日
、
過
日
七 

 
 

日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
三
日
過
日
被 

仰
付
旨
御
町
部
郷
へ
申
渡
之 

 
 

 

九
月
八
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
此
度 

春
日
・
神
明
両
社
御
祭
礼
ニ

付
、
軍
書
講
談 

為
寄
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨 

申
出
候
間
、
日 

数
十
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ
申
渡
之
、
同
十
八
日
、
過
日
十
日
申
出
候
処
、
五
日
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
ヘ
申 

渡
之 

天
明
八
年
（
一
七
八
八
） 

 
 

 

九
月
四
日 

 
 

 
 

一 

当
月 

八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
於
帰
命
寺
、
為
寄
上
瑠
理
日
数
、
廿
日
被 

仰
付
被
下 

度
旨
、
初
日
之
儀
は
追
て
可
申
上
旨
、
操
座
本
又
右
衛
門
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行 

ヘ

申
渡
之 

天
明
九
年
（
一
七
八
九
） 

 
 

 

八
月
朔
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
八
幡
御
神
事
ニ

付
、
於
帰
命
寺
為
寄
上
瑠
理
、
昼
七 

時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
、
初
日
之
儀
は
追
て
可
申
上
旨 

申
出
、
望
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
来
九
月
春
日
・
神
明
両
社
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
江 

戸
本
石
町
三
丁
目
重
大
夫
・
源
庄
・
吾
市
、
右
三
人
ニ

て
為
寄
上
瑠
理
、
八
幡
町
於
帰 

命
寺
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
願
之
通
御
町 

奉
行
ヘ

申
渡
之 

 九
代
利
正
か
ら
十
代
利
敬
に
か
け
て
天
明
年
間
は
、
餓
死
者
四
万
、
病
死
二
万
四
千
人
と
も
言

わ
れ
る
天
明
の
大
飢
饉
（
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
）
を
挟
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
か
城
内
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
領
内
で
の
興
行
は
激
減
す
る
。
た
だ
、
そ
う
い
う
時
期
こ
そ
、
新
し
い
大
衆
芸
能

が
生
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
安
永
年
間
か
ら
多
く
な
っ
た
見
世
物
は
さ
ら
に
多
種
多
様
な
も
の
が

増
え
、
か
ら
く
り
も
の
の
流
行
は
そ
の
ま
ま
に
、
さ
ほ
ど
道
具
な
ど
は
い
ら
な
い
万
歳
な
ど
も
出

て
く
る
。 

天
明
年
間
よ
り
も
幾
分
気
候
が
安
定
し
て
く
る
寛
政
年
間
に
入
る
と
さ
ら
に
大
衆
芸
能
の
流
行

一
四 
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が
加
速
す
る
。
見
世
物
も
奇
術
（
手
品
）
や
曲
芸
の
よ
う
な
技
術
を
中
心
に
見
せ
る
も
の
だ
っ
た

が
、
次
第
に
珍
獣
や
奇
草
木
石
な
ど
の
天
然
奇
物
、
さ
ら
に
ガ
ラ
ス
細
工
や
籠
細
工
な
ど
の
細
工

も
の
が
多
く
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
も
の
ま
ね
や
声
色
、
力
持
ち
、
写
し
絵
な
ど
現

代
に
も
通
じ
る
芸
能
も
見
え
る
。 

こ
う
し
た
時
代
に
操
座
本
（
元
）
は
世
代
交
代
し
て
い
る
。
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
五
月
十

一
日
の
操
興
行
で
は
、
座
元
又
右
衛
門
が
登
場
す
る
。
前
年
の
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
の
九
月

は
四
郎
佐
の
名
で
あ
る
た
め
、
こ
の
間
に
代
替
わ
り
し
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
寛
政
年
間
に
、

狂
言
太
夫
は
玉
座
衛
門
か
ら
弁
蔵
に
、
御
駒
太
夫
は
庄
吉
か
ら
京
吉
に
と
代
替
わ
り
し
て
い
る
。

大
衆
芸
能
が
加
速
し
た
寛
政
年
間
に
は
、
江
戸
や
大
坂
、
仙
台
か
ら
数
多
く
の
渡
世
が
や
っ
て
き

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
す
る
芸
能
ご
と
に
動
い
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
又
右
衛
門
も

支
配
し
て
い
た
操
芝
居
を
始
め
と
し
て
、
講
談
（
講
釈
）
、
浄
瑠
璃
語
（
寄
席
浄
瑠
璃
）
、
浮
世
噺

の
興
行
許
可
の
願
出
を
何
度
も
行
っ
て
い
る
。
又
右
衛
門
は
こ
れ
ま
で
の
操
座
元
（
本
）
の
中
で

最
も
多
く
登
場
し
、
本
来
の
操
人
形
芝
居
よ
り
も
為
寄
浄
瑠
璃
で
の
興
業
願
い
に
関
わ
っ
て
い
る
。

当
館
の
指
定
資
料
に
は
「
又
右
衛
門
」
と
記
さ
れ
た
文
箱
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
操
の
由
来
書
で
も

あ
る
「
道
薫
坊
傳
記
」（
14
）

が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
又
右
衛
門
と
雑
書
に
出
て
く
る
又
右
衛
門
は
同
一
人
物
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。 

  

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
） 

 
 

 

八
月
三
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
当
月 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
理
興 

行
仕
度
、
尤
昼
七
時
よ
り
六
ツ
時
過
迄
日
数
廿
日
興
行
仕
度
、
場
所
之
儀
ハ
帰
命
寺 

借
請
候
手
合
仕
候
間
、
初
て
之
儀
追
て
可
申
上
旨
申
出
、
願
之
通
、
尤
暮
頃
為
相
仕 

廻
候
様
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
十
三
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
大
坂
久
太
郎
、
町
よ
り 

罷
下
候
井
筒
太
夫
志
藤
、
為
寄
上
瑠
理
興
行
仕
度
候
、
日
数
廿
日
昼
七
時
よ
り
暮
六 

時
迄
、
尤
八
幡
丁
帰
命
寺
勝
手
之
方
借
請
候
間
、
被 

仰
付
被
下
度
之
旨
、
願
之
通 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
三
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
元 

又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

於
八
幡
丁
、
為
寄
上
瑠
理
廿
日
願
之
通
被 

仰
付
候
処
、
今
明
日
計
ニ

御
座
候
間
、
過 

日
七
日
被 

仰
付
被
下
置
度
旨
申
出
、
三
日
過
日
被 

仰
付
之
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
四
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
深
川
よ
り
参
候
龍
之
軍 

書
講
談
為
寄
、
昼
七
時
よ
り
暮
頃
迄
日
数
廿
日
、
八
幡
町
帰
命
寺
借
請
興
行
仕
度
旨 

申
出
、
日
数
十
五
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之
、 

但
日
数
之
儀
十
五
日
申
渡
、
追
て
過
日
願
ハ
申
上
間
敷
旨
口
達
之 

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
） 

 
 

 

八
月
三
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
寄
上
瑠
理
七
時
よ
り
六
時
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下 

度
、
場
所
ハ
帰
命
寺
借
請
手
合
仕
候
旨
、
操
座
本
又
右
衛
門
申
出
、
願
之
通
、
尤
暮 

頃
相
仕
廻
候
様
可
為
仕
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
一
日 

 
 

 
 

一 

神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
大
坂
よ
り
下
り
候
井
筒
太
夫
、
為
寄
上
瑠
理
仕
度
候
間
、
昼
七 

時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
、
八
幡
丁
於
帰
命
寺
興
行
仕
度
旨
、
操
座
本
又
右 

衛
門
願
出
、
十
五
日
被 

仰
付
候
間
、
過
日
は
追
て
願
上
申
間
敷
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申 

渡
之 

 
 

 

十
一
月
十
九
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
江
戸
神
田
燕
三
志
軍
書
講
釈
、
為
渡
世
罷
越
候
付
、 

一
五 
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座
鋪
為
寄
日
数
十
五
日
被 

仰
付
被
下
置
度
、
尤
場
所
之
儀
ハ
、
寺
院
之
内
借
請
興 

行
仕
度
旨
申
出
、
願
之
通
日
数
十
日
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之
。 

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
） 

 
 

 

八
月
五
日 

 
 

 
 

一 
八
幡
御
神
事
ニ

付
、
仙
台
国
分
町
信
大
夫
・
文
候
・
三
代
吉
、
於
帰
命
寺
昼
七
時
よ 

り
暮
六
時
迄
、
為
寄
浄
瑠
理
興
行
仕
度
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
元 

又
右
衛
門
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
三
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
本 

又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

此
度 

神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
操
興
行
仕
度
、
日
数
晴
天
十
五
日
被 

仰
付
被
下
置
度
、 

尤
木
戸
札
銭
弐
拾
文
、
筵
銭
八
文
、
桟
敷
百
五
拾
文
取
立
申
度
旨
申
出
、
日
数
十
二 

日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ
申
渡
之 

 
 

 

九
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
儀
、
前
書
有
之
通
操
晴
天
十
二
日
被 

仰
付
候
処
、
過
日
五
日 

被 

仰
付
被
下
度
旨
願
出
、
二
日
被 

仰
付
旨
、 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
） 

 
 

 

三
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
来
月
薬
師
御
祭
礼
ニ

付
、
操
晴
天
十
五
日
興
行
仕 

度
、
八
幡
御
社
之
内
ニ

て
木
戸
銭
弐
拾
文
、
筵
八
文
、
桟
敷
百
五
拾
文
ニ

仕
度
由
申
出 

候
処
、
晴
天
十
日
願
之
通
被 

仰
付
、
場
所
之
儀
は
八
幡
御
社
内
之
外
可
申
出
旨
、 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 
 

 
 

但
明
王
院
寺
内
、
無
心
之
由
双
方
申
出
、
望
之
通
四
月
二
日
申
渡
之 

 
 

 

四
月
廿
七
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
操
日
限
最
二
日
相
残
候
、
雨
天
故
不
入
ニ

て
内
々
迷 

惑
仕
候
、
過
日
晴
天
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
候
処
、
晴
天
二
日
願
之
通
御
町 

奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
九
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
上
瑠
理
於
帰
命
寺
、
昼
七
ツ
時
よ
り
暮
六
ツ
時
過
迄
、
日 

数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
元
又
右
衛
門
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
廿
三
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
本

又
右
衛
門 

此
度
仙
台
よ
り
参
候
安
太
夫
き
よ
并

清
兵
衛
、
右
弐
人
ニ

て
為
寄
上
る
り
興
行
仕
度
候 

間
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
尤
場
所
之
儀
ハ
八
幡
丁
帰
命
寺
借
請
候
筈
、 

手
合
仕
候
段
願
書
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

九
月
廿
九
日 

 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
本

又
右
衛
門 

江
戸
浅
草
よ
り
参
候
蝉
洞
軒
、
軍
書
講
談
為
寄
興
行
仕
度
候
間
、
昼
七
ツ
時
よ
り 

暮
六
時
迄
日
数
廿
日
、
場
所
寺
ノ
下
了
源
寺
借
請
候
筈
、
手
合
仕
置
候
由
申
出
、
日 

数
十
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

十
月
十
日 

 
 

 

一 

前
書
有
之
候
軍
書
講
談
為
寄
、
今
日
計
ニ

て
相
済
候
付
、
過
日
五
日
被 

仰
付
被
下 

度
旨
操
座
元
又
右
衛
門
申
出
、
過
日
三
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

十
月
十
三
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

操
座
元

又
右
衛
門 

先
月
願
出
候
女
太
夫
き
よ
・
清
兵
衛
、
為
寄
上
瑠
理
日
数
廿
日
願
之
通
被
仰
付
候 

処
、
追
願
三
日
申
出
、
過
日
二
日
願
之
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
江
戸
芝
切
通
し
よ
り
参
候
成
田
如
川
、
軍
書
講
談 

為
寄
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
日
数
廿
日
、
八
幡
丁
帰
命
寺
借
請
興
行
仕
度
旨
申
出
、 

日
数
十
五
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ
申
渡
之 

一
六 
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十
一
月
四
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
江
戸
芝
切
通
し
よ
り
参
候
成
田
如
川
、
軍
書
講
談
、 

八
幡
丁
於
帰
命
寺
為
寄
十
五
日
被 

仰
付
候
処
、
評
判
も
御
座
候
て
聞
人
も
相
応
御 

座
候
付
、
七
日
過
日
願
出
候
処
、
過
日
四
日
願
之
通
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
） 

 
 

 

六
月
四
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
元

又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

当
月
藤
ケ
森
尾
崎
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
操
興
行
仕
度
、
晴
雨
無
構
日
数
廿
日
被
仰
付
被 

下
度
旨
、
尤
場
所
之
儀
は
、
明
王
院
寺
内
借
請
申
度
、
初
日
之
儀
は
、
追
て
可
申
上 

旨
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

七
月
四
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
元

又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

此
度
操
興
行
日
数
廿
日
、
願
之
通
被 

仰
付
候
処
、
今
明
日
計
相
残
候
、
初
日
よ
り 

 

見
物
人
不
足
御
座
候
之
処
、
昨
日
よ
り
入
も
御
座
候
間
、
五
日
之
過
日
被 

仰
付
被 

下
度
旨
申
出
、
過
日
三
日
願
之
通
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
四
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
理
、
昼
七
時
よ
り
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

 

仰
付
被
下
度
旨
申
上
、
操
座
元
望
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
四
日 

 
 

 
 

一 

春
日
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
於
帰
命
寺
軍
書
講
談
興
行
仕
度
、
昼
七
時
よ
り
暮 

六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
日
数
十
五
日
操
座
元
又
右
衛
門
、 

願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
八
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
元 

又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

前
書
有
之
通
、
軍
書
講
談
日
数
十
五
日
、
願
之
通
被 

仰
付
、
今
明
日
計
御
座
候
、 

過
日
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
過
日
五
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
） 

 
 

 

七
月
廿
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
元
又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

此
度
八
幡
宮
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
操
晴
雨
無
構
日
数
廿
日
興
行
仕
度
、
尤
木
戸
銭
弐 

 

拾
四
文
・
筵
銭
拾
弐
文
・
桟
鋪
銭
弐
百
五
拾
文
ニ

て
、
相
始
締
候
日
限
之
儀
は
追
て
可 

申
出
旨
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ
申
渡
之 

 
 

 

八
月
三
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
当
月
御
神
事
ニ
付
為
御
賑
為
寄
上
瑠
理
、
昼
七
時 

よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
興
行
仕
度
、
尤
場
所
之
儀
は
八
幡
丁
帰
命
寺
借
請
候 

筈
、
内
手
合
仕
候
由
、
願
之
通
御
町
奉
行
へ
申
渡
之 

 
 

 

九
月
四
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操
座
元

又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

神
明
・
春
日
御
祭
礼
ニ

付
、
晴
雨
ニ

無
構
操
十
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
日
数 

十
二
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
二
日 

 
 

 
 

一 

神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
理
、
於
帰
命
寺
興
行
仕
度
、
昼
七
時
よ
り
暮 

六
時
過
迄
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
日
数
十
三
日
操
座
元
又
右
衛
門
望 

之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
廿
八
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
申
出
候
は
、
為
寄
浄
瑠
理
日
数
十
三
日
被 

仰
付
候
処
、
昨
今 

迄
ニ

日
数
相
済
申
候
間
、
過
日
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
願
出
、
二
日
被 

仰
付
旨
、 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
） 

 
 

 

八
月
六
日 

一
七 
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一 

八
幡
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
浄
瑠
理
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
、
於
帰
命
寺 

興
行
仕
度
旨
、
操
座
元
又
右
衛
門
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 
九
月
六
日 

 
 

 
 

一 
春
日
・
神
明
両
社
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
理
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
過 

迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
元
又
右
衛
門
願
出
、
日
数
十
三
日
願
之 

通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
廿
二
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
神
明
・
春
日
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
浄
瑠
理
、
日
数
十 

三
日
願
之
通
被 

仰
付
候
之
処
、
過
日
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
候
処
、
五
日 

被 

仰
付
候
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
廿
三
日 

 
 

 
 

一 

長
町
万
吉
願
出
候
は
、
大
慈
寺
末
寺
天
福
院
稲
荷
御
堂
、
去
年
三
月
類
焼
ニ

付
、
氏 

子
講
中
之
者
共
相
談
仕
、
建
立
仕
度
願
居
候
、
来
ル

廿
九
日
御
湯
立
御
祈
祷
之
節
、
為 

御
賑
草
相
撲
晴
天
七
日
、
右
於
境
内
興
行
仕
度
、
木
戸
銭
拾
四
文
筵
銭
六
文
宛
、
右 

寄
銭
を
以
建
立
助
情
（
勢
）
仕
度
旨
、
大
慈
寺
末
書
を
以
申
出
、
願
之
通
寺
社
奉
行 

へ

申
渡
之 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
右
同
断
ニ

付
、
晴
天
十
五
日
操
興
行
仕
、
右
助
情
を 

以
建
立
仕
度
旨
、
大
慈
寺
よ
り
も
添
口
上
書
を
以
申
出
、
日
数
十
日
願
之
通
寺
社
御 

町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
月
廿
六
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
此
度
江
戸
深
川
よ
り
参
候
藤
堂
吉
来
、
軍
書
講
釈 

為
寄
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
、
尤
場
所
之
儀
は 

八
幡
丁
帰
命
寺
借
請
候
間
、
被 

仰
付
候
ハ
ゝ
早
速
相
初
度
旨
申
出
、
日
数
十
日
願 

之
御
町
奉
行
ヘ
申
渡
之 

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
） 

 
 

 

閏
七
月
廿
八
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
操
興
行
仕
度
、
晴
雨
ニ

無
構
日
数
二
十
日
被 

仰
付
被 

下
度
、
木
戸
銭
一
人
弐
拾
文
筵
銭
拾
弐
文
、
桟
敷
弐
百
五
拾
文
取
立
申
度
旨
、
操
座 

元
又
右
衛
門
申
出
、
日
数
十
五
日
願
之
通
可
申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
儀
、
操
残
り
三
日
有
之
候
付
、
過
日
八
日
被 

仰
付
被
下
度
旨 

願
出
候
処
、
過
日
五
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
廿
四
日 

 

 
 

 
 

一 

八
幡
丁
清
八
願
出
候
ハ
、
為
寄
浄
瑠
理
是
迄
四
日
興
行
仕
候
処
、
太
夫
病
気
ニ

て
興 

行
不
仕
罷
在
候
、
殊
只
今
之
処
、
至
て
間
狭
ニ

て
、
口
論
も
出
来
可
申
様
子
ニ

相
見
得 

候
付
、
今
日
操
仕
廻
跡
地
無
心
右
場
所
二

て
興
行
仕
度
旨
、
検
断
末
書
ニ

て
申
出
、
願 

之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 

此
度
、
春
日
・
神
明
両
社
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
軍
書
口
談
為
寄
興
行
仕
度
、
日
数 

廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
尤
相
始
候
日
限
之
儀
は
、
被 

仰
付
次
第
可
申
上
旨
、 

操
座
元
又
右
衛
門
願
書
・
口
上
書
、
検
断
以
末
書
申
出
、
日
数
十
五
日
可
申
付
旨
、 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之
、
尤
町
家
広
キ
場
所
も
無
御
座
候
間
、
此
度
之
軍
書
口
談
ハ
、
帰 

命
寺
ニ

て
興
行
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
尤
火
之
元
用
心
等
之
儀
ハ
、
無
油
断
可
仕
旨
申 

出
、
是
又
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
二
日 

 
 

 
 

一 

帰
命
寺
伺
出
候
は
、
此
度
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
河
原
町
又
右
衛
門
軍
書
口
談
、
願
之 

通
被 

仰
付
候
付
、
拙
寺
本
堂
用
達
呉
候
様
申
ニ

付
、
御
差
支
も
無
之
候
ハ
ゝ
、
用
達 

可
申
哉
之
旨
、
大
泉
寺
末
書
を
以
申
出
、
伺
之
通
寺
社
御
奉
行
ヘ

申
渡
之 

九
月
五
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
為
寄
浄
瑠
理
願
之
通
被 

仰
付
、
興
行
仕
度
候
処
、 

一
八 
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残
日
二
日
御
座
候
、
然
処
当
月
春
日
・
神
明
両
社
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
右
浄
瑠
理
、 

直
々
日
数
十
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
検
断
末
書
を
以
申
出
候
処
、
日
数
五
日
可
申 

付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
一
日 

 
 

 
 

一 
操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
為
寄
浄
瑠
理
過
日
迄
、
願
之
通
被 

仰
付
興
行
仕 

候
、
此
上
過
日
五
日
猶
又
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
検
断
以
末
書
申
出
、
願
之
趣
難
被 

 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

軍
書
口
談
願
之
通
被 
仰
付
、
興
行
仕
候
処
、
残
日
今
明
日
計
ニ

御
座
候
間
、
過
日 

七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
元
又
右
衛
門
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
） 

 
 

 

三
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

操
座
元

又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

薬
師
祭
礼
ニ

付
、
操
興
行
仕
度
候
間
、
晴
天
十
五
日
被 
仰
付
被
下
度
旨
申
出
候
之
処 

難
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

七
月
八
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

天
福
院 

 
 

 
 

 

当
時
観
音
堂
大
破
ニ

付
、
氏
子
講
中
之
者
共
建
立
仕
度
、
兼
て
心
掛
候
得
と
も
自
分
ニ 

及
兼
候
付
、
来
ル

十
六
日
観
音
祭
礼
御
座
候
間
操
興
行
仕
、
右
余
分
を
以
建
立
補
ニ

仕 

度
、
晴
天
十
五
日
被 

仰
付
被
下
度
、
木
戸
銭
壱
人
拾
八
文
、
筵
銭
拾
文
、
桟
敷
壱 

間
百
五
十
文
取
立
申
度
旨
、
願
書
大
慈
寺
末
書
を
以
申
出
、
日
数
五
日
願
之
通
寺
社 

御
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

七
月
廿
四
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
当
八
月 

八
幡
宮
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
操
興
行
仕 

度
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
日
数
十
五
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
十
二
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

操
座
元

又
右
衛
門 

 
 

 
 

 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
為
寄
上
瑠
理
興
行
仕
度
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
日
数 

廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
尤
場
所
并

相
始
候
日
限
之
儀
は
、
願
之
通
被 

仰
付 

被
下
置
候
ハ
ゝ
早
速
可
申
上
旨
申
上
、
日
数
十
五
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡 

之 

 
 

 

八
月
廿
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
操
日
数
十
五
日
被 

仰
付
候
処
、
今
日
計
ニ

付
、
過 

日
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
五
日
願
之
通
可
申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
四
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
春
日
・
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
軍
書
講
談
為 

寄
興
行
仕
度
候
間
、
昼
七
時
よ
り
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
、
尤
場 

所
之
儀
は
八
幡
町
帰
命
寺
借
請
候
筈
手
合
仕
候
段
申
出
、
日
数
十
五
日
被 

仰
付
旨
、 

 

御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
） 

 
 

 

八
月
九
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
御
神
事
為
御
賑
、
於
八
幡
丁
為
寄
上
瑠
理
興
行
仕
度 

候
間
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
十
五
日
被 

 

仰
付
旨
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
廿
五
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
為
寄
上
瑠
理
日
数
十
五
日
、
願
之
通
被 

仰
付
候 

処
今
明
日
計
ニ

御
座
候
間
、
過
日
七
日
願
出
、
日
数
三
日
過
日
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 
九
月
朔
日 

 
 

 
 

一 
操
太
夫
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
毎
太
夫
為
寄
浄
瑠
理
残
り
日
二
日
ニ

罷
成
候
、
過
日 

 
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
候
処
、
過
日
三
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

一
九 
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九
月
十
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
春
日
・
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
戸
間
太
夫
・
女
太
夫
富 

為
寄
上
瑠
理
、
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
五
日
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡 

 

之 

 
 

 

九
月
十
三
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
願
出
候
は
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
毎
太
夫
又
五
郎
為
寄
上
瑠
理
於
八
幡
町
興 

行
仕
度
候
間
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
五
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉 

行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
五
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
春
日
・
神
明
御
祭
礼
為
御
賑
、
為
寄
上
瑠
理
願
上 

五
日
被 

仰
付
候
処
、
過
日
七
日
願
出
候
間
二
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
八
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
儀
、
毎
太
夫
又
五
郎
寄
セ
上
瑠
理
、
過
日
七
日
被 

仰
付
被
下 

度
旨
申
出
候
処
、
二
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
一
月
廿
二
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
此
度
江
戸
浅
草
よ
り
参
候
志
道
軒
軍
書
講
談
為
寄
、 

昼
七
時
よ
り
六
時
過
迄
八
幡
丁
借
請
興
行
仕
度
候
、
日
数
廿
日
被
仰
付
被
下
度
旨
申 

出
、
日
数
十
五
日
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
二
月
九
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
儀
、
志
道
軒
講
談
為
寄
残
り
二
日
有
之
付
、
過
日
七
日
被 

仰 

付
被
下
度
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
） 

 
 

 

七
月
晦
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
八
幡
御
神
事
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
璃
興
行
仕
度
候 

間
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
日
数
十
五
日
、 

願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 
 

 
 

但
、
場
所
之
儀
は
、
八
幡
丁
治
兵
衛
居
宅
借
請
候
由 

 
 

 

八
月
十
三
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
璃
、
先
頃
日
数
十
五
日
、
願
之
通
被 

仰
付 

候
処
、
猶
又
毎
大
夫
と
申
者
参
候
付
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰 

付
被
下
度
旨
、
操
座
本
又
右
衛
門
申
出
、
日
数
十
五
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申 

渡
之 

 
 

 

八
月
十
八
日 

 
 

 
 

一 

女
大
夫
政
、
為
寄
上
瑠
理
日
数
十
五
日
、
先
頃
願
之
通
申
渡
候
之
処
、
此
上
過
日 

三
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本
又
右
衛
門
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
廿
六
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
又
右
衛
門
願
出
候
は
、
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
毎
大
夫
為
寄
上
瑠
理
、
日
数 

十
五
日
、
願
之
通
被 

仰
付
候
処
、
猶
亦
過
日
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
出
、
過 

日
三
日
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 
 

 
 

但
、
最
初
日
数
廿
日
願
出
、
十
五
日
之
日
数
申
渡
之 

 
 

 

九
月
六
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
又
右
衛
門
願
出
候
ハ
、
春
日
・
神
明
両
社
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
毎
大
夫
為 

寄
上
瑠
理
興
行
仕
度
候
間
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下 

度
旨
申
出
、
日
数
五
日
願
之
通
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
四
日 

 
 

 
 

一 

春
日
・
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
上
瑠
理
先
頃
日
数
五
日
、
願
之
通
被 

仰
付
候 

処
、
此
上
過
日
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
元
又
右
衛
門
申
出
、
過
日
二
日
可 

申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
一
月
八
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

操
座
本

又
右
衛
門 

二
〇 
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江
戸
浅
草
講
談
師
志
道
軒
と
申
者
、
此
度
花
巻
迄
罷
越
居
候
間
、
御
当
所
ニ

て
興
行
為 

仕
度
候
間
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
尤
場
所 

之
儀
は
、
八
幡
丁
之
内
、
借
受
之
積
手
入
罷
有
候
、
初
日
之
儀
被 

仰
付
候
ハ
ゝ
、 

早
速
可
申
上
旨
申
出
、
日
数
七
日
被 

仰
付
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
一
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

前
書
有
之
通
、
志
道
軒
軍
書
講
談
、
為
寄
日
数
七
日
被 

仰
付
候
処
、
猶
亦
過
日 

七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本
五
右
衛
門
申
出
、
日
数
三
日
、
願
之
通
御
町
奉 

行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

十
一
月
廿
日 

 
 

 
 

一 

前
書
有
之
通
、
志
道
軒
軍
書
講
談
、
過
日
三
日
被 

仰
付
候
処
、
右
諸
入
方
等
も 

相
増
、
内
々
勘
定
向
難
渋
仕
候
間
、
此
上
過
日
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本 

又
右
衛
門
申
出
、
尤
此
節
印
判
細
工
等
も
無
之
、
迷
惑
仕
候
旨
申
出
、
過
日
三
日
可 

申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
） 

 
 

 

五
月
廿
一
日 

 
 

 
 

一 

繰
座
元
四
郎
佐
願
出
候
は
、
此
度
住
吉
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
繰
晴
雨
無
構
日
数
五 

日
、
願
之
通
被 

仰
付
興
行
仕
候
処
、
此
上
過
日
七
日
、
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
上
、 

望
之
通
過
日
三
日
可
申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
二
日 

 
 

 
 

一 

此
度
八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
○
○
浄
瑠
理
興
行
仕
度
、
昼
七
時
よ
り
暮
六
時
過 

迄
○
○
日
被 

仰
付
被
下
度
、
尤
初
日
之
儀
は
、
被 

仰
付
次
第
可
申
上
旨
、
操
座 

元
四
郎
佐
願
書
を
以
申
出
、
日
数
十
五
日
望
之
通
、
尤
夜
ニ

入
不
申
暮
六
時
ニ

限
、
可 

申
旨
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
） 

 
 

 

八
月
十
一
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
四
郎
佐
願
出
候
ハ
、
講
談
師
鵜
橋
儀
、
当
月
八
幡
御
神
事
心
懸
罷
下
候
処
、 

御
差
支
之
儀
有
之
、
御
祭
事
御
延
引
之
旨
被 

仰
出
候
処
、
遠
路
罷
下
道
中
諸
遣
も 

有
之
、
相
補
出
立
可
仕
様
無
之
付
、
軍
書
講
談
興
行
仕
、
路
用
等
相
補
出
立
為
仕
度
、 

七
ツ
時
よ
り
暮
六
時
迄
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下 

 
 

 

九
月
十
一
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
町
帰
命
寺
、
此
度
為
寄
浄
瑠
理
并

八
人
芸
仕
度
旨
、
河
原
町
四
郎
佐
、
仙
北
町 

京
吉
願
之
通
就
被 

仰
付
候
、
本
堂
庫
裡
無
心
ニ

付
用
立
、
右
礼
物
を
以
寺
繕
并

相
続 

仕
度
旨
、
大
泉
寺
以
末
書
申
出
、
願
之
通
寺
社
御
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
九
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
四
郎
佐
願
出
候
ハ
、
同
断
ニ

付
、
江
戸
新
石
丁
よ
り
罷
下
候
瀬
戸
太
夫
、
同 

所
宇
多
川
丁
よ
り
参
候
女
太
夫
す
み
両
人
ニ

て
、
為
寄
上
瑠
理
興
行
仕
度
、
昼
七
時
よ 

り
暮
六
時
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
、
願
之
通
被 

仰
付
候
ハ
ゝ
、
初
日
場 

処
早
速
可
申
上
旨
申
出
候
処
、
日
数
十
日
可
申
付
旨
、
何
も
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
） 

 

九
月
五
日 

 

 
 

 

一 

此
度
春
日
・
神
明
両
社
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
理
興
行
仕
度
、
昼
七
時
よ 

り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
、
尤
場
所
之
儀
ハ
八
幡
町
之
内
借
請 

候
筈
、
初
日
之
儀
は
被 

仰
付
被
下
置
候
ハ
、
可
申
上
旨
操
座
本
四
郎
佐
以
願
書
申 

出
、
日
数
十
五
日
望
之
通
可
申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
） 

 
 

 

五
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
栄
太
代
清
八
願
出
候
は
、
下
小
路
稲
荷
御
祭
礼
ニ

付
、
為
寄
上
留
理
興
行
仕 

度
、
尤
太
夫
之
儀
は
御
所
之
者
之
内
相
雇
申
候
間
、
日
数
十
日
被 

仰
付
被
下
度
、 

札
銭
之
儀
は
十
八
文
、
場
所
之
儀
は
油
丁
之
内
手
合
仕
候
段
申
出
、
日
数
七
日
願
之 

通
可
申
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

二
一 



木戸口俊子：盛岡藩『雑書』にみる大衆芸能～「操」・「鈴江四郎兵衛」を中心に～ 

―80― 

 
 

 

八
月
朔
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
神
事
為
御
賑
、
江
戸
浅
草
よ
り
来
候
女
太
夫
そ
よ
吉
、
為
寄
浄
瑠
理
興
行 

仕
度
候
間
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
、
尤
場
所
并

初
日
之
儀
は
被 

仰
付
候
ハ
ゝ
、 

早
速
可
申
上
旨
操
座
元
代
清
八
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
十
二
日 

 
 

 
 

一 

右
同
断
ニ

付
、
江
戸
大
伝
馬
町
よ
り
来
候
講
釈
師
秀
端
、
并

女
太
夫
菊
両
人
ニ

て
、 

為
寄
興
行
仕
度
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本
代
清
八
申
出
、
何
も
願
之 

通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

八
月
廿
三
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
奇
浄
瑠
理
日
数
廿
日
被 

仰
付
置
候
処
、
廿
一
日
よ
り
残
日 

三
日
有
之
付
、
過
日
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本
清
八
、
願
之
通
御
町
奉
行 

 

ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
朔
日 

 
 

 
 

一 

操
座
元
代
清
八
願
出
候
は
、
当
月
春
日
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
大
坂
嶋
ノ
内
よ 

り
、
写
絵
渡
世
虎
治
郎
・
文
蔵
、
并

江
戸
京
橋
よ
り
来
候
浄
瑠
理
渡
世
八
ツ
太
夫
、
右 

三
人
ニ

て
浄
瑠
理
・
写
絵
取
交
興
行
仕
度
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
、
場
処
初
日 

之
儀
は
、
追
て
可
申
上
旨
申
出
、
日
数
十
二
日
願
之
通
可
申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡 

之
、
同
十
七
日
過
よ
り
五
日
申
渡
之 

九
月
二
日 

 
 

 
 

一 

前
書
有
之
候 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
講
釈
日
数
廿
日
、
願
之
通
被 

仰
付
興
行
仕
候 

之
処
、
残
日
今
日
計
御
座
候
間
、
過
日
五
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
元
代
清
八 

申
出
、
日
数
三
日
望
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
四
日 

 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
泉
寺 

 
 

 
 

 

末
寺
八
幡
丁
帰
命
寺
儀
、
無
壇
無
縁
之
寺
御
座
候
、
然
処
此
度
春
日
神
明
御
祭
礼
ニ 

付
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
理
、
并

写
絵
興
行
被 

仰
付
候
間
、
本
堂
用
立
呉
候
様
無
心
御 

座
候
間
、
用
立
右
札
物
を
以
諸
繕
、
并

相
談
仕
度
旨
申
出
、
願
之
通
寺
社
御
奉
行
を
以 

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
四
日 

 
 

 
 

一 

神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
江
戸
大
伝
馬
丁
よ
り
来
候
秀
瑞
、
軍
書
講
談
為
寄
興
行 

仕
度
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
、
場
所
初
日
之
儀
は
被 

仰
付
候
ハ
ゝ
、
早
速 

可
申
上
旨
操
座
元
代
清
八
申
出
、
日
数
十
五
日
可
申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡 

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
） 

八
月
廿
二
日 

 
 

 
 

一 

八
幡
御
神
事
ニ

付
、
為
御
賑
佐
川
東
幸
講
釈
浮
世
咄
ヘ

座
本
栄
太
弟
子
共
之
内
を
以 

浄
瑠
理
相
加
、
興
行
奉
願
上
候
処
、
日
数
十
五
日
被 

仰
付
候
処
、
東
幸
病
気
ニ

付
、 

江
戸
よ
り
来
候
女
太
夫
瀧
と
申
者
取
替
興
行
罷
在
候
処
、
日
数
今
明
日
計
御
座
候
間
、 

過
日
五
日
被
仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
代
本
代
清
八
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
六
日 

 
 

 
 

一 

春
日
・
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
江
戸
よ
り
来
候
秀
瑞
と
申
者
ニ

て
、
軍
書
講
談 

興
行
仕
度
、
昼
七
ツ
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
廿
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座 

本
代
清
八
願
出
、
日
数
十
日
被 

仰
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

九
月
十
七
日 

 
 

 
 

一 

此
度
春
日
・
神
明
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
江
戸
よ
り
来
候
講
釈
師
秀
瑞
、
右
壱
人
為 

寄
興
行
仕
度
段
奉
願
上
候
処
、
日
数
十
日
被 

仰
付
、
日
限
も
最
早
今
明
日
計
ニ

御
座 

候
間
、
過
日
七
日
被 

仰
付
被
下
度
旨
、
操
座
本
代
清
八
願
出
、
願
之
通
過
日
五
日 

可
申
付
旨
、
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
） 

記
述
な
し 

大
泉
寺
よ
る
為
寄
浄
瑠
璃
興
行
願
あ
り 

文
化
八
年
（
一
八
一
一
） 

記
述
な
し 

大
泉
寺
よ
る
為
寄
浄
瑠
璃
興
行
願
あ
り 

文
化
九
年
（
一
八
一
二
） 

記
述
な
し 

大
泉
寺
に
よ
る
浮
世
咄
興
行
願
あ
り 

二
二 
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文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
） 

 

八
月
十
日 

 
 

 
一 

此
度
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
為
寄
浄
瑠
理
七
ツ
時
よ
り
暮
六
時
過
迄
、
日
数
十
日
興 

行
仕
度
、
願
之
通
被 

仰
付
被
下
置
候
ハ
ゝ
場
所
・
初
日
之
儀
は
早
速
可
申
上
旨
、 

操
座
本
代
り
清
八
・
川
原
町
検
断
伊
八
末
書
を
以
申
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

八
月
廿
六
日 

 
 

 

一 

操
座
本
代
清
八
申
出
候
は
、
先
頃
御
祭
礼
ニ

付
、
江
戸
両
国
よ
り
浄
瑠
理
渡
世
二

て 

来
候
女
太
夫
、
し
き
ん
・
為
寄
浄
瑠
理
興
行
仕
度
、
七
時
よ
り
暮
六
時
迄
日
数
十
五 

日
被 

仰
付
被
下
度
旨
申
上
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 
 

 

但
、
過
日
七
日
願
之
通
、
閏
八
月
十
七
日
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
） 

 
 

 

三
月
廿
日 

 
 

 
 

一 

操
座
本
清
八
申
出
候
は
、
来
月
十
五
日 

若
宮
八
幡
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
弟
子
共 

中
操
興
行
仕
度
、
晴
天
十
日
札
銭
廿
文
、
筵
銭
拾
弐
文
、
桟
敷
百
五
拾
文
ニ

被 

仰
付 

被
下
度
旨
申
上
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

 
 

 

六
月
廿
五
日 

 
 

 
 

一 

船
霊
様
、
来
月
朔
日
御
祭
礼
ニ

付
、
女
太
夫
文
字
兼
為
寄
浄
瑠
理
興
行
仕
度
、
日
数 

 
 

十
日
場
所
之
儀
は
、
川
原
丁
善
七
所
ニ

て
、
初
日
之
儀
は
被 

仰
付
候
ハ
ゝ
、
早
速
可 

申
上
旨
、
操
座
本
代
り
清
八
願
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

六
月
廿
九
日 

 
 

 
 

一 

船
霊
御
祭
礼
ニ

付
、
為
御
賑
私
弟
子
文
操
右
壱
人
ニ

て
、
浮
世
噺
興
行
仕
度
、
日
数 

十
日
場
所
之
儀
は
、
川
原
丁
川
岸
空
地
之
処
拝
借
仕
度
、
尤
初
日
之
義
ハ
被 

仰
付 

被
下
置
候
ハ
ゝ
、
早
速
可
申
上
旨
操
座
本
代
清
八
願
出
、
願
之
通
御
町
奉
行
ヘ

申
渡
之 

文
化
十
五
年
・
文
政
元
年
（
一
八
一
八
） 

こ
れ
以
降
記
述
な
し 

 

長
ら
く
座
本
（
元
）
を
務
め
た
又
右
衛
門
に
代
わ
り
、
享
和
年
間
に
は
四
郎
佐
へ
と
代
替
わ
り

す
る
。
し
か
し
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
五
月
に
登
場
す
る
四
郎
佐
は
、
そ
の
四
年
後
、
文
化
三

（
一
八
〇
六
）
年
の
五
月
に
は
も
う
名
は
な
い
。
代
わ
っ
て
「
栄
太
」
な
る
人
物
が
座
本
（
元
）

に
な
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
座
本
（
元
）
代
わ
り
と
し
て
「
清
八
」
が
出
て
く
る
。
清
八
は
「
操
」

や
「
座
本
（
元
）
」
の
関
連
記
述
が
な
く
な
る
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
ま
で
、
「
操
座
本
（
元
）

代
清
八
」
と
し
て
、
登
場
し
つ
づ
け
る
。
途
中
「
代
」
が
と
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
あ
と

も
「
代
」
が
あ
る
た
め
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
「
清
八
」
と
い
う
名
は
、
又
右
衛
門
が
座
元
を
し
て
い
た
頃
、
一
度
だ
け
登
場
し
て
い
る
。

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
八
月
二
十
四
日
に
為
寄
浄
瑠
理
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
浄
瑠
璃

の
太
夫
が
病
の
た
め
に
急
遽
、
操
の
興
行
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
登
場
し
た
の
が
「
八

幡
丁
清
八
」
で
あ
る
。 

 

今
回
、
雑
書
で
確
認
し
た
操
座
本
の
記
事
と
鈴
江
家
に
残
っ
て
い
た
系
図
な
ど
を
比
較
し
て
み

た
い
。
鈴
江
家
の
資
料
と
し
て
存
在
す
る
系
図
や
古
文
書
な
ど
を
見
る
と
、 

 

 

初
代 

鈴
江
四
郎
兵
衛
藤
原
正
盛 

（
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年
重
直
公
に
道
薫
坊
廻
し
披
露 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 

二
代 

四
郎
佐
藤
原
正
友 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 

三
代 

四
郎
佐
藤
原
正
英 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 
四
代 

四
郎
佐
藤
原
正
永
（
不
明 

～ 

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
没
） 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 

五
代 

四
郎
佐
藤
原
正
長
（
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
生
～
安
政
七
（
一
八
六
〇
）
年
一
月 

二
三 
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没 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 
六
代 

四
郎
佐
藤
原
正
意
（
四
郎
兵
衛
（

15
）
）（
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
生
～ 

不
明 

） 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 

七
代 

四
郎
佐
藤
原
正
中 

 
 

「
二
葉
屋
」
と
改
称 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 

八
代 

鈴
江
武
四
郎 
（
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
～
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
） 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 

九
代 

印
判
業
廃
業 

 
 

 

 
 

（
七
代
以
降
は
、
棟
札
お
よ
び
鈴
江
家
親
戚
よ
り
聞
き
取
り
） 

  

五
代
目
四
郎
佐
正
長
に
つ
い
て
、
既
に
門
屋
氏
の
著
書
で
も
示
さ
れ
て
い
る
（

16
）

が
、
改
め
て

鈴
江
家
の
古
文
書
『
諸
願
書
留
帳
』
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。『
諸
願
書
留
帳
』
は
、
嘉
永

三
（
一
八
五
〇
）
年
か
ら
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
二
十
年
間
の
操
座
本
（
元
）
鈴
江
四
郎
佐

の
興
行
に
関
す
る
書
留
帳
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
行
し
て
『
諸
用
書
留
帳
』
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
弘

化
二
（
一
八
四
五
）
年
～
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
五
年
間
が
記
さ
れ
て
い
る
。
興
行
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
上
白
石
実
氏
の
論
文
「
幕
末
維
新
期
盛
岡
に
お
け
る
操
興
行
と
盛
岡
藩
」（
17
）

で

大
変
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
『
諸
願
書

留
帳
』
の
中
に
四
郎
佐
が
安
政
七
（
一
八
六
〇
）
年
正
月
八
日
付
の
検
断
に
提
出
し
た
書
留
が
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 

乍
恐
奉
願
上
候
事 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

私
儀 

文
化
二
丑

（
一
八
〇
五
）
年
九
月
道
薫
坊
巡
操
座
本
并

御
印
判
師
共
親
名
跡
被 

仰
付
、 

難
有
仕
合
奉
存
候
。
当
年
迠
五
拾
六
カ
年
相
勤
罷
有
候
所
、
兼
而
中
風
之
症
相
煩
居 

候
ニ
付
、
此
節
相
勝
れ
不
申
候
。
色
々
養
生
仕
候
得
共
、
快
気
可
仕
躰
無
御
座
候
。 

昨
今
存
命
不
定
ニ

罷
成
候
。
依
之
恐
多
申
上
候
様
奉
存
候
得
共
、
万
一
之
儀
茂
御
座 

候
ハ
ゝ
、
子
供
四
郎
兵
衛
当
四
拾
壱
歳
ニ

罷
成
候
。
此
者
私
ニ

名
跡
被 

仰
付
被
下
置 

度
奉
願
上
候
。
此
旨
宜
被
仰
上
被
下
置
度
奉
頼
候
以
上
。 

安
政
七
年
申
正
月
八
日 

 
 

操
座
本
并

御
印
判
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
郎
佐 

印 

 
 

 
 

 
 

 

検
断 

長
十
郎
殿 

 
 

 

こ
の
あ
と
五
代
目
四
郎
佐
正
長
は
亡
く
な
り
、
願
い
の
と
お
り
子
供
の
四
郎
兵
衛
が
座
元
と
御

印
判
師
の
名
跡
を
継
ぐ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
代
四
代
目
が
亡
く
な
っ
た
年
に
継
い
だ
こ
と
が
わ

か
り
、
子
供
は
「
四
郎
兵
衛
」
と
い
う
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
雑
書
か
ら
読
み
取
れ
る
座
本
（
元
）
の
変
遷
は
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
ち
な

み
に
、
雑
書
に
出
て
こ
な
く
な
っ
た
時
が
没
年
と
す
れ
ば
、
四
代
四
郎
佐
正
永
の
没
年
と
雑
書
の

座
本
四
人
目
の
四
郎
佐
の
没
年
が
一
致
す
る
。
そ
れ
が
正
し
い
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、 

  
 

 
 

初
代 

四
郎
兵
衛
（
・
・
・
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
～
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
） 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

 
 

二
代 

四
郎
佐
（
宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）
年
～
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
） 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

 
 

三
代 

又
右
衛
門
（
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
～
文
化
二
（
一
八
〇
〇
）
年
） 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

 
 

四
代 

四
郎
佐
（
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
～
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
） 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

 
 

五
代 
栄
太
（
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
～
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
・
・
・
） 

二
四 
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代
清
八
（
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
～
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
・
・
・
） 

 
と
な
る
。
鈴
江
家
の
系
図
か
ら
五
代
目
四
郎
佐
正
長
は
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
生
ま
れ
で
あ
り
、

四
代
目
が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
ま
だ
七
歳
で
あ
る
。
正
長
と
栄
太
が
同
一
人
物
と
な
れ
ば
、
七
歳

の
栄
太
は
、
座
元
と
し
て
多
く
の
渡
世
人
や
座
を
取
り
仕
切
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
そ

う
考
え
る
と
清
八
な
る
人
物
が
座
本
（
元
）
代
わ
り
を
務
め
た
と
し
て
も
納
得
が
い
く
。
た
だ
、

又
右
衛
門
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
三
代
目
正
英
の
別
称
だ
と
し
て
も
正
当
な
座
本
（
元
）
継
承
者

で
あ
る
「
四
郎
兵
衛
」
も
し
く
は
「
四
郎
佐
」
を
名
乗
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
門
屋
氏
は
「
四

郎
兵
衛
」
や
「
四
郎
佐
」
の
名
は
後
世
名
付
け
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
思
う
。 

 

昭
和
五
十
年
に
発
行
さ
れ
た
『
も
り
お
か
物
語
（
四
）
―
仙
北
町
か
い
わ
い
―
』（
18
）

に
は
、

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
生
ま
れ
の
方
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。 

 
 

「
な
ン
で
も
南
部
さ
ん
時
代
に
は
、
盛
岡
の
城
下
で
何
か
芸
を
や
る
っ
て
い
え
ば
、
必
ず
七
軒

町
の
御
駒
太
夫
の
と
こ
ろ
サ
来
て
、
頭
を
さ
げ
て
判
コ
を
も
ら
わ
ね
ェ
ァ
ば
、
や
れ
な
か
っ
た
と

い
い
あ
ン
す
な
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
人
は
、
川
原
町
の
鈴
江
武
四
郎
と
い
う
判
コ
屋
で
が
ン
す
な
。

こ
の
両
方
の
判
コ
を
つ
い
て
も
ら
わ
ね
ェ
ァ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

つ
ま
り
こ
れ
は
、
南
部
さ
ん
か
ら
盛
岡
で
や
る
芸
能
の
総
元
締
を
い
い
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

な
ン
で
し
ょ
う
な
。
こ
の
よ
う
な
権
限
を
南
部
さ
ん
か
ら
許
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
城
下
で
小
屋
掛

け
を
し
て
芸
を
や
る
芸
人
だ
ち
は
、
七
軒
町
の
御
駒
太
夫
と
鈴
江
さ
ん
の
と
こ
ろ
サ
手
数
料
の
よ

う
な
も
の
を
さ
し
出
し
て
、
許
可
を
も
ら
っ
た
も
ン
だ
ろ
う
と
思
い
あ
ン
す
よ
。
（
後
略
）
」 

 

仙
北
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
の
思
い
出
の
話
で
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
の
本
の
中
に
、
七
軒

町
御
駒
太
夫
と
鈴
江
家
の
話
が
載
っ
て
い
る
。
明
治
に
入
っ
て
ま
も
な
く
座
本
（
元
）
と
し
て
の

務
め
を
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
が
、
明
治
後
半
に
な
っ
て
も
七
軒
町
（
丁
）
と
と
も
に
鈴
江
家
の
話
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
座
本
（
元
）
と
し
て
の
支
配
権
が
強
か
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

鈴
江
武
四
郎
は
八
代
目
の
方
で
、
昭
和
六
十
二
年
人
形
の
発
見
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
門
屋
氏
（
当

時
県
博
職
員
）
が
対
応
し
た
鈴
江
愛
氏
の
ご
尊
父
で
あ
る
。 

 
 

 

最
後
に
、
古
文
書
と
と
も
に
貴
重
な
資
料
と
し
て
残
っ
て
い
る
人
形
が
あ
る
。
一
人
遣
い
の
淡

路
人
形
と
思
わ
れ
る
も
の
五
点
、
指
遣
い
人
形
七
点
、
狐
と
み
ら
れ
る
棒
遣
い
人
形
一
点
、
指
遣

い
人
形
の
頭
三
点
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
腕
や
扇
な
ど
の
道
具
類
が
あ
る
。
門
屋
氏
の
前
述
の
著

書
『
淡
路
人
形
と
岩
手
の
芸
能
集
団
』
に
よ
る
と
、
目
口
が
動
く
「
三
番
叟
」
は
、
後
に
そ
の
部

分
を
直
し
た
可
能
性
が
あ
り
、「
享
保
～
元
文
（
一
七
一
六
～
四
一
）
以
前
で
あ
る
こ
と
は
充
分
予

測
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、
加
納
克
己
氏
著
『
日
本
操
り
人
形
史
』（
19
）

に
よ
る
と
、
胴

串
（
心
串
）・
か
し
ら
の
形
態
や
手
の
形
態
な
ど
か
ら
、
万
治
・
寛
文
頃
（
一
六
五
八
～
一
六
七
三
）

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
で
は
、
淡
路
人
形
の
中
で
古
手
と
思
わ
れ
る
「
女
」「
男
」
の
人
形
は
、

裾
か
ら
手
を
入
れ
る
方
法
で
扱
う
人
形
で
あ
り
、
小
振
り
で
長
胴
串
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
寛

永
頃
（
一
六
二
四
～
四
五
）
ま
で
遡
る
の
で
は
と
し
て
い
る
。 

 

淡
路
人
形
よ
り
も
小
振
り
な
指
遣
い
人
形
は
、
衣
装
の
特
徴
か
ら
武
官
風
と
女
官
風
の
人
形
は

寛
文
頃
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
、
練
り
絹
の
横
格
子
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
町
人
風
の
人
形
は
元

禄
頃
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）
の
も
の
と
し
て
い
る
（

19
・

20
）
。 

 

こ
れ
ら
の
人
形
も
併
せ
て
検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
い
が
、
過
日
、
人
形
の
材
に
つ
い
て
教
示
を

受
け
た
（

21
）
。
明
治
以
降
の
県
内
の
操
り
人
形
の
材
は
、
加
工
し
や
す
く
自
生
し
て
い
る
た
め
に

手
に
入
り
や
す
い
、
さ
ら
に
演
じ
る
際
も
軽
い
と
い
う
こ
と
で
、
桐
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
鈴
江
家
の
人
形
ら
は
い
ず
れ
も
桐
材
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
切
り
取
っ
て
確
認

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
木
目
や
ヒ
ビ
の
具
合
か
ら

針
葉
樹
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
頭
の
ほ
か
胴
串
や
腕
な
ど
も
ヒ
ノ
キ
の
可
能
性
が
高
い
と

い
う
。
ス
ギ
の
場
合
に
は
毛
羽
立
ち
が
で
き
る
な
ど
加
工
し
づ
ら
く
、
ま
た
現
在
で
は
よ
く
見
る

ス
ギ
だ
が
、
植
林
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
以
降
で
あ
り
、
本
来
高
級
の
も
の
ら
し
い
。
自

二
五 
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生
し
て
い
る
ヒ
ノ
キ
か
ス
ギ
と
な
る
と
南
の
方
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
文
楽
や
人
形

歌
舞
伎
の
か
し
ら
は
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ
て
い
る
。
特
に
手
で
持
っ
て
か
し
ら
を
操
る
胴
串
（
心
串
）

は
、
長
く
使
用
す
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
（

22
）
。
こ
う

し
て
み
る
と
、
人
形
に
使
用
さ
れ
た
材
か
ら
み
て
も
確
か
に
初
代
（
？
）
四
郎
兵
衛
と
と
も
に
淡

路
国
か
ら
や
っ
て
き
た
人
形
と
言
え
る
。 

  

令
和
四
年
度
テ
ー
マ
展
「
新
収
蔵
・
新
指
定
展
―
人
文
編
―
」
に
お
い
て
指
定
を
受
け
た
鈴
江

家
の
人
形
と
古
文
書
の
一
部
を
展
示
し
た
。
操
座
本
（
元
）
か
ら
手
を
引
い
た
と
思
わ
れ
る
頃
か

ら
人
形
が
再
び
姿
を
現
わ
す
ま
で
約
百
二
十
年
、
幾
多
の
自
然
災
害
や
戦
争
を
乗
り
越
え
て
、
貴

重
な
古
文
書
と
と
も
に
よ
く
現
代
ま
で
残
っ
て
い
た
と
感
心
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

人
形
ら
が
さ
ら
に
三
十
五
年
経
て
、
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
後
世
に
残
し
て
い
く
べ
き

貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
経
緯
の
中
に
自
分
が
展
覧
会
な
ど
を
通
じ
て
関
係
を

持
て
た
こ
と
は
、
本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。 

今
回
、『
雑
書
』
の
中
の
「
操
」「
操
座
本
（
元
）
」
な
ど
の
記
事
を
拾
い
上
げ
る
と
い
う
作
業
を

し
た
が
、
さ
ら
に
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。『
雑
書
』
だ
け
で
は

な
く
他
の
文
献
と
も
更
に
比
較
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
り
、
未
だ

課
題
や
謎
は
大
変
多
い
が
、『
雑
書
』
に
お
け
る
「
操
」「
操
座
本
（
元
）
」
の
興
行
傾
向
は
い
く
ら

か
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
最
後
に
『
雑
書
』
に
み
ら
れ
る
芸
能
記
事
の
一
覧
、「
操
」
に
関

す
る
記
事
の
一
覧
表
を
掲
載
し
た
。
今
後
の
調
査
研
究
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 
 

 

註 1 

門
屋
光
昭
『
淡
路
人
形
と
岩
手
の
芸
能
集
団
』
シ
グ
ナ
ル
社 

一
九
九
〇
年 

2 

門
屋
光
昭
・
山
本
玲
子
「
盛
岡
藩
の
操
師
鈴
江
四
郎
兵
衛
資
料
に
つ
い
て
」『
岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報

告
』
第
６
号 

岩
手
県
立
博
物
館 

一
九
八
八
年 

3 

盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
『
盛
岡
藩
雑
書
』
第
二
巻 

熊
谷
印
刷
出
版
部 

一
九
八
七

年 

4 

「
遠
野
古
事
記
」
下
『
南
部
叢
書
』
第
四
冊 

株
式
会
社 

東
洋
書
院 

一
九
八
二
年 

5 

「
堺
町
」
の
誤
り
か
。
堺
町
は
江
戸
時
代
歓
楽
街
と
し
て
賑
わ
っ
た
町
で
、
江
戸
三
座
の
中
村
座
や
市
村

座
、
人
形
芝
居
茶
屋
が
多
く
並
ん
で
い
た
と
い
う
。
（
カ
ラ
ー
版
徹
底
図
解
『
江
戸
時
代 

浮
世
絵
・
古
地

図
で
知
る
大
江
戸
八
百
八
町
』
新
星
出
版
社
二
〇
〇
七
年
） 

6 

『
浄
瑠
璃
大
系
圖
』
巻
上 

竹
本
筆
太
夫
小
鷹
翁
考
ほ
か 

塩
屋
喜
兵
衛
ほ
か
四
名 

一
八
四
二
年 

国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

 

h
ttp

://d
l.n

d
l.g

o
.jp

/p
id

/2
5

3
3

8
1

4
 

7 

和
田
修
「
江
戸
古
浄
瑠
璃
の
衰
退
と
歌
舞
伎
」
『
浄
瑠
璃
の
誕
生
と
古
浄
瑠
璃
』
岩
波
講
座 

歌
舞
伎
・

文
楽 

第
七
巻 

（
株
）
岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 

8 

遠
野
市
史
編
修
委
員
会
『
遠
野
市
史
』
第
二
巻 

遠
野
市 

一
九
七
五
年 

9 

盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
『
盛
岡
藩
雑
書
』
第
六
巻 

熊
谷
印
刷
出
版
部 

一
九
九
二

年 

10 

日
本
大
辞
典
刊
行
会
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
四
巻 

（
株
）
小
学
館 

一
九
八
九
年 

11 

寺
島
良
安
編
『
和
漢
三
才
圖
會
』
和
漢
三
才
圖
會
刊
行
委
員
会 

（
株
）
東
京
美
術 

一
九
七
九
年 

12 

一
ノ
倉
則
文
編
『
用
語
南
部
盛
岡
藩
辞
典
』
株
式
会
社
東
洋
書
院 

一
九
八
四
年 

13 

岩
手
古
文
書
館
巻
七
『
寺
社
町
奉
行
留
』
岩
手
古
文
書
研
究
会 

二
〇
〇
九
年 

14 

「
道
薫
坊
傳
記
」
―
浄
瑠
璃
人
形
芝
居
の
由
緒
を
書
い
た
巻
物
。「
綸
旨
（
天
皇
の
秘
書
的
役
割
を
し
た

蔵
人
が
天
皇
の
意
を
受
け
て
出
す
命
令
書
）
」
と
と
も
に
神
聖
視
さ
れ
、
各
座
は
こ
れ
を
持
っ
て
全
国
を
巡

業
し
た
。
前
半
は
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
、
後
半
は
鈴
江
家
（
四
郎
兵
衛
）
の
由
来
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

鈴
江
家
に
は
二
点
保
管
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
写
筆
年
代
不
明
の
寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）
年
の
写
し

で
あ
る
。 

15 

鈴
江
家
古
文
書
『
諸
願
書
留
帳
』
よ
り 

16 

前
述 

門
屋
光
昭
『
淡
路
人
形
と
岩
手
の
芸
能
集
団
』 

二
六 

http://dl.ndl.go.jp/pid/2533814
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17 

上
白
石
実
「
幕
末
維
新
期
盛
岡
に
お
け
る
操
興
行
と
盛
岡
藩
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
九
巻
二
号 

二

〇
一
八
年 

18 

企
画 

盛
岡
の
歴
史
を
語
る
会
『
も
り
お
か
物
語
（
四
）
―
仙
北
町
か
い
わ
い
―
』
熊
谷
印
刷
出
版
部 

一
九
七
五
年 

19 

加
納
克
己
著
『
日
本
操
り
人
形
史
―
形
態
変
遷
・
操
法
技
術
史
―
』
八
木
書
店 

二
〇
〇
七
年 

20 

加
納
克
己
・
潟
見
英
明
『
東
北
地
方
一
人
遣
い
人
形
芝
居
調
査
報
告
書
―
猿
倉
人
形
を
中
心
に
―
』
平
成

二
十
年
度
文
化
庁
芸
術
活
動
基
盤
充
実
事
業 

二
〇
〇
九
年 

21 

花
巻
お
も
ち
ゃ
美
術
館
（
花
巻
市
）
館
長 

平
野
裕
幸
氏
の
教
示
に
よ
る
。
以
前
、
指
遣
い
人
形
を
熟
覧

に
来
館
し
た
ト
ロ
ッ
コ
人
形
劇
の
図
書
館
館
長
の
潟
見
英
明
氏
に
、
町
人
風
の
か
し
ら
三
点
の
う
ち
一
点
、

二
種
類
の
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
同
様
に
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

他
の
人
形
と
同
じ
ヒ
ノ
キ
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
と
朴
の
木
で
は
な
い
か
と
教
示
を
受
け
た
。 

22 

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月 

淡
路
人
形
座
（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
福
良
甲
一
五
二
八
‐
一
地
先
）
の

芝
居
公
演
で
の
解
説
に
よ
る
。 

 

参
考
文
献 

・
『
世
界
大
百
科
事
典
』 

平
凡
社 

一
九
七
二
年 

・
盛
岡
市
『
盛
岡
市
史
』
（
復
刻
版
） 

ト
リ
ョ
ー
・
コ
ム 

一
九
七
九
年 

・
岩
手
県
立
図
書
館
編
『
岩
手
史
叢
』
横
川
良
助
「
内
史
畧
」
（
３
）
（
４
）
岩
手
県
文
化
財
愛
護 

協
会 

一
九
七
四
年
、
一
九
七
五
年 

・
船
遊
亭
扇
橋
「
奥
の
し
を
り
」
日
本
常
民
文
化
研
究
所
『
日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
第
九
巻 

 

（
株
）
三
一
書
房 

一
九
七
二
年 

・
藝
能
史
研
究
會
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻 

歌
舞
伎 

（
株
）
三
一
書
房 

一
九 

七
九
年 

・
光
田
憲
雄
著
『
日
本
大
道
芸
事
典
』
（
有
）
岩
田
書
院 

二
〇
二
〇
年 

・
細
井
計
『
「
雑
書
」
の
世
界
―
盛
岡
藩
家
老
席
日
記
を
読
む
』
岩
手
復
興
書
店 

二
〇
一
六
年 

  

（
き
ど
ぐ
ち
・
し
ゅ
ん
こ
／
岩
手
県
立
博
物
館 

〒
〇
二
〇-

〇
一
〇
二 

盛
岡
市
上
田
字
松
屋

敷
三
四
） 

 

要
旨 

 

盛
岡
藩
『
雑
書
』
に
は
、
城
内
や
城
下
に
お
け
る
大
衆
芸
能
の
様
子
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。

時
代
や
藩
主
に
よ
り
大
衆
芸
能
の
傾
向
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
方
の
藩
で
あ
り
な
が
ら
も

流
行
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
城
下
で
の
新
し
い
芸
能
興
行
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
中
で
操
り
人
形
芝
居
に
関
す
る
記
述
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
盛
岡
藩
操
座
本
を
担
っ
て
き
た

鈴
江
家
の
興
行
（
支
配
）
の
様
子
が
垣
間
見
え
て
く
る
。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

操
人
形
、
鈴
江
四
郎
兵
衛
、
盛
岡
藩
雑
書
、
操
座
元 

 

二
七 
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上：操人形「三番叟」 

左：「三番叟」のかしらと心串 

最上：操人形「女」 

上：「女」の長胴串 

左上から：指遣い人形「武官風」「女官風」「町人風」 

右上：指遣い人形「町人風」かしら 

左上：同人形かしらの内部 

左：文箱 

右側の写真は赤外線写真で

撮影したもの 

「操座本 又右衛門」と見える 

二
八 
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藩主 元号 謡 能 相撲 狂言 その他 太夫名
操・人

形芝居

座本名・

太夫名

正保 1 かるた遊び

慶安 1

承応 躍2 八戸三五郎

寛文 1 三味線、神楽2 東都・残都・称々松座頭 6
菓子屋理兵衛・助惣太

夫・徳左衛門

1673
寛文 5 55 小歌、琴・三味線 太夫油屋茂兵衛（江戸境町） 2

1680

延宝 9 55 28 30
連歌・歌会6、囃子4、南京

操2、獅子踊2

篠塚半兵衛（狂言）

かさり屋五郎左衛門（南京操）
22

桐一座（桐弥市右衛門）

清九郎

天和 2 18 連歌 4 虎屋永閑

1688 貞享 4 8 浄瑠璃語、三味線 川原町左兵衛

1692
元禄 5 11 2

歌会、囃子、漢和興行2、

嶋原神楽

七軒丁権六・五郎右衛門・六之丞

福原伝太夫
虎屋永閑の記事あり

1702

四代行信 元禄 10 19 1 3
鞠興行（蹴鞠）6、囃子7、

講談（講釈）58

七軒丁権六

根市半蔵、根市権四郎

本多与一郎

山口静六

1704

元禄 2 7 1 2 軽業、大神楽、講談

七軒丁

三戸町権六、三左衛門

八幡町六之丞

1707

宝永 2 4 2 3 軽業芝居、講談、大神楽4

七軒丁金六（店屋金六）

権六、兵右衛門

八幡丁六之丞、三左衛門

3

仙北町四郎兵衛

（仙北町操太夫四郎兵

衛、七軒丁四郎兵衛）

1711

宝永 1 22 2
神楽、人形絡繰2、子供躍

2、獅子踊2

三戸町権六

八幡町六之丞

てん屋金六

1 仙北町操師四郎兵衛

1716

正徳 2 13 2 2

伊勢神楽、けんばい、小躍

2、大々神楽2、大神楽、獅

子踊、軽業

伊勢太夫次郎（太々神楽）

権六（太夫権六：狂言）

七軒丁駒太夫市右衛門

3 仙北町四郎兵衛

1725
享保 9 10 3 3

大々神楽2、こま廻し、軽

業芝居2

七軒丁駒太夫市右衛門

権六
2 座本七軒丁四郎兵衛

1736
享保 10 59 24 1 的11、囃子2、追出芝居2

七軒丁金六（御駒太夫金六）

太夫権六
1 操太夫四郎兵衛

1741

元文 3 6 37 7

大々神楽、射的11、追出芝

居、ほうらく操、のぞきか

らくり

狂言太夫八幡丁権六

駒太夫仙北町金六（七軒丁店屋金

六）

阿部安左衛門（狂言）

3
操太夫仙北町四郎兵衛

（太夫四郎兵衛）

1744

寛保 2 23 10 6
曲馬追出、神楽、芝居、軽

業芝居

太夫玉左衛門（八幡丁玉左衛門）

御駒太夫庄吉
3 座本四郎兵衛

1748
延享 4 22 13 8 軽業芝居2、小芝居

御駒太夫庄吉

太夫玉左衛門
5

座本四郎兵衛（操太夫四

郎兵衛）

1751
寛延 2 6 1 3

盛岡芝居、軽業、狂言芝

居、歌舞伎芝居

狂言太夫玉左衛門

御駒太夫
1 （川原町検断）

1752
宝暦 1 6 6 1 寄せ浄瑠璃

松嶋太夫（国分町）

太夫玉左衛門
1 座本四郎兵衛

1764

宝暦 4 7 6 1

放人形、からくり見世物、

寄席浄瑠璃、八人芸、竹田

人形、ぜんまい唐繰、追出

芝居

太夫玉左衛門

御駒太夫庄吉

真太夫・小膳治（江戸京橋：寄せ

浄瑠璃）

2 盛岡四郎佐

1772

明和 4 35 16 6

音物、笛之曲、唐繰見世

物、まりの曲追出、神楽、

竹田人形からくり、座敷浄

瑠璃

太夫玉左衛門

御駒太夫庄吉

時太夫・友太夫（大坂北）

1
座本四郎佐（操座元四郎

佐）

二代重直

1664

盛岡藩雑書掲載大衆芸能表

八代利雄

三代重信

五代信恩

六代利幹

七代利視

二
九 
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藩主 元号 謡 能 相撲 狂言 その他 太夫名
操・人

形芝居

座本名・

太夫名

1780

八代利雄 安永 4 5 13 13
軽業小芝居3、見世物12、

小躍、寄浄瑠璃2、神楽

太夫玉左衛門

御駒太夫庄吉

勘中・やす（寄せ浄瑠璃）

3
操座本四郎佐

（川原町舟玉祭礼）

1784

九代利正 天明 2 9 8

神楽、見世物8、獅子踊、

子踊、竹田人形唐繰2、軽

業小芝居4、糸唐繰、万歳

寄浄瑠璃5、法楽操

狂言太夫玉左衛門

御駒太夫庄吉

三戸町勘之助・儀兵衛

都太夫（仙台城下寄せ浄瑠璃）

江戸柳原新橋（寄せ浄瑠璃）

3 操座本四郎佐

1789

天明 1 8 8

見世物5、大神楽芝居2、軽

業小芝居4、小芝居5、竹田

人形唐繰追出芝居2、小

踊、講談2、寄浄瑠璃5、座

敷浄瑠璃

狂言太夫玉左衛門

御駒太夫庄吉

八幡丁七右衛門・肴町平吉

弥惣治（座敷浄瑠璃：仙台川原

町）

寿仙（講談：江戸）

4
操座元四郎佐

→座元又右衛門

1801

寛政 2 15 47 28

大神楽2、神楽9、獅子踊、

囃子、小踊2、小芝居5、軽

業4、見世物26、竹田唐繰

4、八人芸2、虎舞、曲馬、

こま廻し2、水からくり3、

ものまね2、力持2、写絵

2、声色、寄浄瑠璃22、講

談9

狂言太夫玉左衛門

→太夫弁蔵、名代伝七

御駒太夫庄吉→御駒太夫京吉

女太夫政、女太夫富、戸間太夫、

毎太夫、安太夫（仙台）、信太夫

（仙台）、重太夫（江戸）、井筒

太夫（大坂）：寄浄瑠璃

龍之軒（深川）、燕三志（江戸神

田）、蝉洞軒（江戸）、成田如川

（江戸）、吉来（江戸）、志道軒

（江戸）：講談

11
操座本又右衛門

（八幡丁清八）

1804

享和 1 2 15 6

虎舞、軽業、子供芝居、写

し絵、小芝居、八人芸、講

談、寄せ浄瑠璃3

狂言太夫弁吉

御駒太夫京吉（仙北町京吉）

鵜橋儀（講談）

瀬戸太夫（江戸）・女太夫すみ：

寄せ浄瑠璃

1
操座本四郎佐（河原町四

郎佐）

1818

文化 6 43 12 15

射芸2、軽業2、見世物5、

浮世話2、地芝居、写し絵

3、曲馬、細工物、寄浄瑠

璃9、講釈2、講談2

弁吉→玉左衛門

御駒太夫京吉→京助

女太夫そよ吉（江戸浅草）、八ツ

太夫（江戸京橋）、女太夫但野

（江戸）、女太夫しきん（江

戸）：浄瑠璃

秀瑞・女太夫菊（江戸）、女太夫

瀧（江戸）：講釈・講談

虎治郎・文蔵（大坂）：写し絵

1
操座元四郎佐→座元代清

八

1820 文政 2 2 御囃子

1825 十一代利用 文政 2 3 1

1831 文政 4 3

1840 天保 2 3 1 囃子、騎射

十代利敬

十二代利済

三
〇 
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年号 西暦 藩主 記事 場所・人物 人物（太夫・座元） 備考

寛永21 1644 重直 3/14　雑書書き始め

正保元 1644 重直 12/16　改元

10/29　じやうるり 城内居間 くわしや理兵衛、助惣 10/29初出

11/2　あやつり 御城 助惣・理○○・徳三郎・権三郎・新町の者4人

11/3　昨晩あやつり　褒美 御居間 助惣（上留り語）・徳右衛門（三味線挽）

11/4 　あやつり　褒美 御居間 菓子屋理兵衛

1/4　　上るり語 御居間 助惣・徳左衛門・理兵衛

2/8　あやつり 本居間 太夫助惣

2/10　あやつり　褒美 本居間 助惣

4/4　（祭礼参列） 御城大明神祭礼 らしやうもん助惣太夫

重直 9/12　逝去

重信 9/13　家督

寛文5 1665 重信 7/28　あやつり 大書院 助惣大夫

寛文7 1667 重信 ９/28　あやつり・褒美 大書院 江戸境町　太夫油屋茂兵衛

寛文8 1668 重信
４/21　勧進・能・相撲・操等之見

物「一切不可留置事」
倹約令

3/8　あやつり 中丸　鶴千代

３/10　操 中ノ丸　殿様・御奥方

３/12　操 御中丸　鶴千代様　殿様　女中方

3/18　操 中ノ丸　殿様・奥方

3/24　操 御中丸　町之者共

8/17　操 御中丸　鶴千代様→若殿様

10/23　操 中ノ丸　若殿様

12/17　操 御中丸　鶴千代様　殿様

2/19　操 御中丸　若殿様、鶴千代様

9/5　あやつり 御中ノ丸　殿様、奥方様

9/25　操 御中之丸　殿様

9/26　操 御中ノ丸　鶴様、高知之面々

10/9　あやつり
御中丸　大殿様、奥方、高知之女中、侍

方

10/10　操 中ノ丸　御家中、侍、同女中

11/19　操　金子褒美 鶴千代様

2/19　南京操 御中丸　殿様、奥方 カサリや五郎左衛門

2/24　操 御中丸　鶴千代様 かさり屋五郎左衛門褒美

2/25　操 御中丸　中屋敷女中、御家中之者

3/10　操
御中丸　鶴千代　殿様、御奥方、新丸中

屋敷

3/16　操　褒美 鶴千代様

3/22　操 御中丸　上々様方、高知之面々 清九郎

3/23　操　褒美米 御中丸 宮清九郎

3/26　操 御中丸新丸中屋敷、其の外御一門

5/小13　操 御中丸本丸新丸奥方、高知之内方 清九郎

4/12  あやつり 御舞台 とらや永閑廿三人

4/16　芝居 新八幡町 虎屋永閑

4/28　操 御舞台 虎屋永閑

5/16　操 虎屋永閑

10/1　遠野花巻芝居御免 虎屋永閑

貞享元 1684 重信 3/17　上留里語 御前 川原町左兵衛

元禄4 1691 重信 2/30　永閑相立候 虎屋永閑 銀五枚、塩白鷴一羽

重信 凶作

行信

『雑書』みる「操」関係記事一覧

重信1674延宝2

重信1675延宝3

寛文4 1664

重信1683天和3

寛文2 1662 重直

元禄5 1692

重信1676延宝4

寛文元 1661 重直

三
一 
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年号 西暦 藩主 記事 場所・人物 人物（太夫・座元） 備考

元禄8 1695 行信

飢饉

米雑穀等の他領移出禁止

他領者の領内逗留禁止

行信 ６/18重信病死

10/11　行信逝去

10/12　家督

11/27　就任

元禄16 1703 信恩
～2月餓死者2万500～600人余り

飢餓人救済　51253人（2月末）

宝永2 1705 信恩 8/13  操・嶋原狂言 八幡神事 仙北町四郎兵衛・権六・兵右衛門
四郎兵衛初出

「如例年～」

宝永3 1706 信恩 8/13　操 片原町 仙北町操太夫四郎兵衛

7/27　あやつり芝居 七間丁四郎兵衛

12/8　信恩逝去

利幹 12/9　利幹家督

宝永6 1709 利幹 8/8　芝居願 八幡丁 仙北町操師四郎兵衛

正徳3 1713 利幹 7/18　芝居・あやつり願 八幡御神事 権六・四郎兵衛 来月

正徳4 1714 利幹
7/29　軽わさ・あやつり・狂言芝

居願
八幡祭礼 座元之者共

7/11　狂言芝居

　　　操芝居
八幡祭礼

太夫　権六

仙北町　四郎兵衛
8月1日～

9/14　操 殿様・光源院（行信女）様　御覧

享保4 1719 利幹
7/11　狂言芝居

　　　操芝居
御祭礼8/1~16

太夫権六

座本七間丁　四郎兵衛

享保5 1720 利幹 7/26　操芝居・相撲 鳩森八幡御祭礼 行事善太郎・駒太夫・市郎右衛門・四郎兵衛・権六

利幹 6/4　利幹逝去

利視 6/5　利視家督

享保14 1729 利視 4/3　大火1930軒

享保16 1731 利視 7/11　狂言芝居、繰芝居、追出 八幡神事 太夫権六、繰太夫四郎兵衛、御駒太夫金六 寺社奉行へ　「繰」＝「操」の誤字

元文元 1736 利視 7/25　芝居・操 ○○御祭礼8/1~
狂言太夫八幡丁権六、操太夫仙北町四郎兵衛、駒太

夫仙北町金六
来月朔日より

5/7　ほうらく操 御駒蒼前之宮 七間丁店屋金六 遷宮のため

5/24　操芝居 春日祭礼 八幡庭 太夫四郎兵衛

元文5 1740 利視 閏7/1　操芝居 鳩森八幡御祭礼（８月～） 操太夫四郎兵衛

寛保元 1741 利視

7/26　狂言芝居（8/1~16)

　　　操興行（8/5~16)

　　　曲馬追出、芝居(8/1~16)

八幡御祭礼

太夫玉左衛門

座本四郎兵衛

御駒大夫庄吉

閏4/18　操芝居 領内中廻り 仙北町検断 操役者拾三人

9/7　操芝居 神明・春日祭礼 操座本四郎兵衛　仙北町

6/17　渡世領内宿貸願 操役者仲間15人

6/19　狂言・芝居・操・相撲 八月、九月如例年

6/29　操芝居・軽業・狂言追出 八幡祭礼（八月） 座本四郎兵衛・御駒太夫正吉 仙北町検断

8/23　操芝居 9月祭礼 操太夫四郎兵衛 仙北町検断　寺社奉行へ

10/3　操狂言 郡山日詰町 四郎兵衛支配 郡山三町検断

寛延3 1750 利視 7/28　御操芝居 鳩森八幡神事 川原町検断

宝暦元 1751 利視 8/7　寄セ浄瑠璃 八幡祭礼 本座四郎兵衛 松嶋太夫・善五郎（仙台国分町）

利視 3/28逝去

3/29家督

11/2　在々勧進相撲、芝居操等為

相立候儀、向後無用可仕旨被仰出

宝暦3 1753 利雄

6/18  操太夫芝居立候砌、看板御操

と相出候、向後御之字為附申間敷旨

被仰出

宝暦5 1755 利雄 7/25　操芝居 鳩森御祭礼

宝暦6 1756 利雄

宝暦10 1760 利雄 10/14　寄セ浄瑠璃渡世 十三日町 真太夫・小膳治（江戸京橋）

宝暦13 1763 利雄 7/15　人形芝居 赤石大明神祭礼（日詰長岡通） 盛岡四郎佐座 四郎佐初出

信恩

飢饉元禄15 1702

利視

利視1744延享元

信恩

寛保3 1743 利視

宝永4 1707

利視

利幹

元文4 1739

1715正徳5

享保10 1725

宝暦の飢饉

9/26記事　5月中旬～大雨　～8月下旬天候

不順　9月末凶作（冷夏）12月より餓死者

利雄

1752宝暦2

延享4 1747

三
二 
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年号 西暦 藩主 記事 場所・人物 人物（太夫・座元） 備考

明和5 1768 利雄 5/29　不調法之儀
狂言太夫玉左衛門

操座本四郎佐
四郎佐ー「数代座本相続」

8/5　操芝居 鳩森八幡御祭礼 座本四郎佐

11/16　座敷浄瑠理渡世

「向後、神明八幡稲荷御神事以外は
操座本四郎作 時太夫・友太夫（大阪北久太郎町）

安永6 1777 利雄 8/1　操芝居 座本四郎佐

安永7 1778 利雄 4/10  大火2551軒

6/5　芝居、操 川原町舟玉祭礼 狂言太夫玉左衛門　操座本四郎佐 「此節難被」

9/4　為寄浄瑠理、操 神明祭礼、厨川稲荷祭礼 「何難被」

9/14　為寄浄瑠理 神明御祭礼 操座本四郎佐 「当年疫病相煩困窮渇命」

9/9　為寄浄瑠理 春日神明御祭礼 操座元四郎佐 勘中・やす

10/2　為寄浄瑠理 春日神明御祭礼 操座元四郎佐 日程変更

12/5逝去

利正 12/6家督

8/2　操興行、寄上瑠理 八幡祭礼 操座元四郎佐
都太夫、女房、妹きん（仙台城下新伝馬

町）

8/6　寄セ浄瑠理 八幡祭礼（八幡帰命寺） 川原町四郎佐

8/25　芝居、操、為寄浄瑠理 八幡祭礼

9/7　為寄上瑠理 春日神明御祭礼、矢根森八幡宮開帳 操座本四郎佐

9/17　為寄上瑠理　延長願 操座本四郎佐

8/4　為寄上瑠理、狂言小芝居、追

出
八幡祭礼 操座本四郎佐、御駒太夫庄吉

8/5　為寄上瑠理 八幡丁帰命寺 本堂貸出について

8/13　為寄上瑠理 八幡神事 操座元四郎佐 元太夫（江戸柳原新橋）

9/5　操興行 天福院 操座本四郎佐

7/27　為寄浄瑠理 八幡祭礼（8月） 操座元四郎佐
天明の飢饉11月～3月（5年、6年も飢饉）

餓死者40858人、病死23840人

8/2　法楽操、為寄浄瑠理 八幡祭礼 操座本四郎作（佐） 元太夫、清助、元八（江戸柳原新橋）

8/15　操 八幡祭礼 操座本四郎佐 日程変更

利正 5/5逝去

5/6家督

7/24　操興行、為寄上瑠理 操座元四郎佐

8/16　為寄上瑠理 八幡祭礼 操座元四郎佐 日程変更

9/17　操不当 操座元四郎佐 日程変更

5/11　操興行 御祭礼 座元又右衛門 又右衛門初出

5/26　操興行 下小路稲荷祭礼 操座本又右衛門 日程変更

9/1　操興行 春日神明祭礼 操座元又右衛門

11/6　座敷浄瑠理渡世 操座元又右衛門 弥惣治・娘尾上（仙台城下川原町）

8/16  為寄浄瑠理 八幡祭礼 操座本又右衛門

閏10/26　講談為寄 操座元又右衛門

8/5　為寄浄瑠理 八幡祭礼 操座本又右衛門 妹安

8/13　軍書講談為寄 八幡祭礼 操座本又右衛門 寿仙（江戸本石町）

9/8　軍書講談為寄 春日神明両社祭礼 操座本又右衛門

天明8 1788 利敬 9/4　為寄上瑠理 八幡祭礼（帰命寺） 操座本又右衛門

8/1　為寄上瑠理 八幡神事（帰命寺） 操座本又右衛門

8/29　為寄上瑠理 春日・神明両社祭礼（9月帰命寺） 操座元又右衛門 重大夫・源庄・吾市（江戸本石町）

8/3　為寄浄瑠理 八幡神事（帰命寺） 操座本又右衛門

8/13  為寄浄瑠理 八幡神事（帰命寺） 操座本又右衛門 久太郎・井筒太夫・志藤（大坂）

9/3　為寄上瑠理 八幡丁 操座元又右衛門

9/14　軍書講談為寄 神明祭礼（帰命寺） 操座元又右衛門 龍之（深川）

利敬1789寛政元

寛政2 1790 利敬

利敬1786天明6

天明7 1787 利敬

1769 利雄明和6

利雄
1780安永9

安永8 1779 利雄

天明5 1785 利敬

利正1782天明2

天明元 1781 利正

利敬
1784天明4

利正1783天明3

三
三 
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年号 西暦 藩主 記事 場所・人物 人物（太夫・座元） 備考

8/3　為寄上瑠理 八幡神事（帰命寺） 操座本又右衛門

9/11　為寄上瑠理 神明祭礼（帰命寺） 操座本又右衛門 井筒太夫（大坂）

11/19　軍書講釈 寺院内借受 操座元又右衛門 燕三志（江戸神田）

8/5　為寄浄瑠理 八幡神事（帰命寺） 操座元又右衛門 信大夫・文侯・三代吉（仙台国分町）

9/13　操興行 神明御祭礼 操座本又右衛門

9/29　操興行 神明御祭礼 操座元又右衛門 日数変更

3/29　操 薬師祭礼（4月）（八幡御社之内） 操座元又右衛門

4/27　操　雨天故不入 薬師祭礼（4月） 操座元又右衛門 日程

8/9　為寄上瑠理 八幡祭礼 操座元又右衛門

9/23  為寄上るり 八幡丁帰命寺 操座本又右衛門 安太夫・きよ・清兵衛（仙台）

9/29　軍書講談為寄 寺ノ下　了源寺 操座本又右衛門 蝉洞軒（江戸浅草）

10/10　軍書講談為寄 寺ノ下　了源寺 操座元又右衛門 日程変更

10/13　為寄上瑠理 操座元又右衛門 女太夫きよ・清兵衛（仙台）　日程変更

10/17　軍書講談為寄 八幡丁帰命寺 操座元又右衛門 成田如川（江戸芝切通し）

11/4　軍書講談為寄 八幡丁帰命寺 操座本又右衛門 成田如川（江戸芝切通し）　日程変更

6/4　操興行 藤ケ森尾崎祭礼（明王院寺内） 操座元又右衛門

7/4　操興行 操座元又右衛門 日程変更

8/4　為寄浄瑠理 八幡神事 操座元

9/4　軍書講談 春日・神明祭礼（帰命寺） 操座元又右衛門

9/18　軍書講談 春日・神明祭礼（帰命寺） 操座元又右衛門 日程変更

7/20　操 八幡宮神事 操座元又右衛門 代金願含む

8/3　為寄上瑠理 八幡神事（帰命寺） 操座元又右衛門

9/4　操 神明・春日祭礼 操座元又右衛門

9/12　為寄浄瑠理 神明祭礼（帰命寺） 操座元又右衛門

9/28　為寄浄瑠理 操座元又右衛門 日程変更

8/6　為寄浄瑠理 八幡祭礼（帰命寺） 操座元又右衛門

9/6　為寄浄瑠理 春日・神明祭礼 操座元又右衛門

9/22　為寄浄瑠理 春日・神明祭礼 操座元又右衛門 日程変更

9/23　操興行 天福院稲荷御堂建立御湯立９/29 操座元又右衛門 大慈寺より添口上書あり

10/26　軍書講釈為寄 八幡丁帰命寺 操座元又右衛門 藤堂吉来（江戸深川）

閏7/28　操興行 八幡神事 操座元又右衛門 代金

8/17　操興行 操座元又右衛門 日程変更

8/24　為寄浄瑠理→操 八幡丁清八 太夫病気

8/29　軍書口談為寄 春日・神明祭礼（帰命寺） 操座元又右衛門

9/2　軍書口談為寄 神明祭礼（帰命寺） 河原町又右衛門申出 帰命寺OK

9/5　為寄浄瑠理 春日・神明祭礼（帰命寺） 操座元又右衛門

9/11　為寄浄瑠理 春日・神明祭礼（帰命寺） 操座元又右衛門 日程変更

9/17　軍書口談 操座元又右衛門 日程変更

3/29　操興行 薬師祭礼 操座元又右衛門

7/8　操興行 観音祭礼（天福院） 天福院（大慈寺末書） 観音堂建立（再建）

7/24　操興行 八幡宮祭礼（8月） 操座元又右衛門

8/12　為寄上瑠理 八幡神事 操座元又右衛門

8/20　操 （八幡） 操座元又右衛門 日程変更

9/4　軍書講談為寄 春日神社祭礼・八幡町帰命寺 操座元又右衛門

利敬1797寛政9

利敬1798寛政10

利敬1795寛政7

利敬1796寛政8

1794寛政6

利敬

利敬

利敬

利敬

1791寛政3

1792寛政4

1793寛政5

三
四 
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年号 西暦 藩主 記事 場所・人物 人物（太夫・座元） 備考

8/9　為寄上瑠理 神事（八幡丁） 操座元又右衛門

8/25　為寄上瑠理 神事（八幡丁） 操座元又右衛門 日程変更

9/1　為寄浄瑠理 操太夫又右衛門 毎太夫

9/10　為寄上瑠理 春日神明祭礼 操座元又右衛門 戸間太夫・女太夫富

9/13　為寄上瑠理 神明祭礼（八幡町興行） 操座元 毎太夫又五郎

9/15　為寄上瑠理 春日神明祭礼 操座元又右衛門 日程変更

9/18　寄セ上瑠理 春日神明祭礼 操座元又右衛門 毎太夫又五郎　日程変更

11/22　軍書講談為寄 八幡丁 操座元又右衛門 志道軒（江戸浅草）

12/9　軍書講談為寄 八幡丁 操座元又右衛門 日程変更　志道軒

7/30　為寄浄瑠理 八幡神事（八幡丁治兵衛居宅） 操座元又右衛門

8/13　為寄浄瑠理 八幡神事 操座元又右衛門 毎大夫　日程変更

8/18　為寄上瑠理 操座本又右衛門 女太夫政

8/26　為寄上瑠理 神事 操座本又右衛門 毎大夫　日程変更

9/6　為寄上瑠理 春日神明祭礼 操座元又右衛門 毎太夫

9/14　為寄上瑠理 春日神明祭礼 操座元又右衛門 日程変更

11/8　講談 花巻→八幡丁 操座本又右衛門 講談師　志道軒（江戸浅草）

11/17　軍書講談 操座本五右衛門（？） 日程変更

11/20　軍書講談 操座本又右衛門 日程変更

5/21　繰興行 住吉祭礼 操座元四郎佐 「繰」＝「操」の誤字

8/2　浄瑠理 八幡神事 操座元四郎佐

8/11　軍書講談 八幡神事 操座元四郎佐 講談師　鵜橋儀

9/11　為寄浄瑠理、八人芸 八幡町帰命寺 河原町四郎佐・仙北町京吉 大泉寺末書

9/19  為寄上瑠理 操座元四郎佐
瀬戸太夫（江戸新石丁）、女太夫すみ（宇

多川丁）

文化2 1805 利敬 9/5　為寄浄瑠理 春日神明祭礼（八幡町之内） 操座本四郎佐

5/17　為寄上瑠理 下小路稲荷祭礼（油丁之内） 操座本栄太代清八

8/1　為寄浄瑠理 八幡神事 操座元代清八 女太夫そよ吉（江戸浅草）

8/12　為寄講釈 操座本代清八 講釈師秀瑞、女太夫菊（江戸大伝馬町）

8/23　為寄浄瑠理 八幡神事 操座本清八 日程変更

9/1　写絵、浄瑠理 春日神明祭礼 操座元代清八
写絵渡世　虎治郎・文蔵（大坂嶋ノ内）浄

瑠理渡世八ツ太夫（江戸京橋）

9/2　講釈 八幡神事 操座元代清八 日程変更

9/4　為寄浄瑠理、写絵 春日神明御祭礼（八幡丁帰命寺） 大泉寺

9/14　軍書講談為寄 神明祭礼 操座元代清八 秀瑞（江戸大伝馬丁）

8/22　講釈、浮世絵、浄瑠理 八幡神事 操座元代清八
佐川東幸→女太夫瀧（講釈浮世咄）

座本栄太弟子（浄瑠璃）

9/6　軍書講談 春日神明祭礼 操座本代清八 江戸　秀瑞

9/17　軍書講談 春日神明祭礼 操座本代清八 日程変更

8/10　為寄浄瑠理 祭礼 操座本代り清八（川原町）

8/26　為寄浄瑠理 祭礼 操座本代り清八（川原町） 浄瑠理渡世女太夫しきん（江戸両国）

3/20　操興行 若宮八幡祭礼（4月） 操座本清八 弟子共興行

6/25　為寄浄瑠理
船霊様（7/1)祭礼

（川原丁善七所）
操座本代り清八 女太夫文字兼

6/29　浮世噺興行 船霊様（川原丁川岸空地） 操座本代り清八 私弟子文操

文政元 1818 利敬 これ以降、記述なし

利敬1802享和2

利敬1803享和3

利敬1799寛政11

利敬1800寛政12

利敬1817文化14

利敬1806文化3

利敬1807文化4

利敬1816文化13

三
五 


